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在 宅 介 護 支 援 セ ンタ ー に お け る

ソ ー シ ャル サ ポ ー ト ・ネ ッ トワー クの形 成(2)

副田 あけみ

〔要 約 〕

本論 の 目的は、在宅 の要介護高齢者 と介護者 の ソー シャルサ ポ

ー ト・ネ ッ トワー クを、在宅介護 支援 セ ンターのコーデ ィネ ー

ターが どの よ うに形成 して い ったのか、その過程 の実態 と問題

点 、な らびに支援 セ ンター事 業の展 開におけ る課題を、特定 の

支援 セ ンターの事例 を もとにあき らかにす ることであ る。 コー

デ ィネー ターは、 ひ とり暮 らしの高齢者 には、手 段的サポー ト

の機能 を もた らす 関係(ネ ッ トワー ク)の 数をふやす ように、

要介護高齢者 の同居家族の介護者 には、手段的 なサポー ト授受

関係 の数 をふ やす よ りも、 自身が情緒的サ ポー ト機能 を もた ら

す ことに力点 を置 く援助の傾 向がみ られた。

〔キ ー ワ ー ド〕

在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー 、 イ ン フ ォ ー マ ル 資 源 、 フ ォー マ ル 資 源 、

ソ ー シ ャル サ ポ ー ト ・ ネ ッ トワ ー ク 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 、

1.高 齢 者 ケ ア に お け る ソ ー シ ャル サ ポ ー ト ・

ネ ッ トワ ー ク へ の 関 心

1)コ ミ ュ ニ テ ィ ケ ア 政 策 と ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 理 論 に お け る 関 心

高 齢者 ケ ア にお け る ソー シャル サ ポ ー ト・ネ ッ トワー クへ の関心 には 、2つ の

視 点 が あ る。 ひ とつ は、 コ ミュニ テ ィケ ア政 策 にお いて イ ンフ ォー マ ル ネ ッ ト

ワー クの もっ ケ ア機 能(と くに介 護 ・日常 生 活 援 助機 能)を 再 評 価 す る と い う

視 点 、 も うひ とつ は イ ンフ ォー マ ル ・ネ ッ トワー クの もっ情 緒 的 サ ポ ー トや ス
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トレス緩 和 機 能 を再 評 価 す る視 点 で あ る1)。

前 者 の視 点 は、イギ リスの1980年 代 に お け るサ ー ビスの プ ラ イバ タイ ゼ ー シ

ョン政 策 の も とで 、 行政 に よ るケ アサ ー ビス提 供 の負 担 を 、 民 間営 利 ・非 営 利

機 関 に よ る提 供 に シ フ トさせ る と と もに、家 族 ・親 族 ・近 隣 な どの イ ンフ ォー

マル な 資源 が 実 質 的 に お こな って いた ケア(介 護)機 能 を あ らたあ て再 評 価 し、

これ らが有 効 に機 能 す る よ う支 援 して い く、 とい う文 脈 で の 関心 で あ る。

ただ し、 家族 ・親 族 に よ るケ ア(介 護)と い って も、実 質 的 に は妻 や娘 とい

った ひ と りかふ た りの女 性 よ る高齢 者 の在 宅 介 護 には 限界 が あ る。 ま た、隣 人

や 友 人 ・知 人 、 そ の他 の地 域 の人 々 に、 高 齢 者 介 護 の手 伝 いを長 期 にわ た って

期 待 す る こ とは で きな い。 とい って、 フ ォー マル なケ ア ・サ ー ビス提 供者 だ け

で 介 護生 活 を全 面 的 に援 助 す る こ とは効 率 的 で は な い。 そ こで、 フ ォーマ ル な

サ ー ビス提 供 者 とイ ンフ ォーマ ル な介 護 者 、 ケ ア(介 護)に かん す る専 門 家 と

素 人 とが協 力 ・連携 しあ って、 ソー シャルサ ポー ト・ネ ッ トワー クを形 成 し、高

齢 者 の地 域 にお け る生 活 を援 助 して い くこ と。 コ ミュニ テ ィケ ア方式 によ るケー

スマ ネ ジメ ン トの 目的 の ひ とつ は、 こ う した ソー シ ャルサ ポ ー ト ・ネ ッ トワー

クを形 成 す る こ とで あ った。

後 者 の 視 点 は、 ア メ リカ にお け る ソー シャル ワー ク実 践 ・研究 の なか で もた

らされ た。 公 的 サ ー ビス の提 供 が 、利 用 者(高 齢 者 や その 家族)か ら尊厳 や生

活 コ ン トロ ール の感 覚 を喪 失 させ情 緒 的 満 足 感 を もた らさな い、 不 安 や孤 独 感

を いや した りス トレス をや わ らげ る こ とが で きな い、 と い った実 態 を専 門家 た

ちが 憂 慮す るな かで 、イ ンフ ォーマル ・ネ ッ トワー クが もって い る情緒 的サ ポ ー

ト機 能 が注 目され る よ うにな った。 福 祉 プ ロ グ ラ ムへ の公 費 財 源 の 抑制 の なか

で、 イ ンフ ォー マル 資 源 の活 用 を図 って いか ざ るを え な い とい う実情 も、 この

視 点 へ の注 目を もた ら した。

イ ンフ ォー マ ル ・ネ ッ トワー ク に よ る愛 情 や関 心 、 配慮 、信 頼 、評 価 と い っ

た もの が 、人 々 の心 理 社 会 的 ス トレス の緩和 や 自 己肯 定感 ・生 活 意 欲 の維 持 に

貢 献 し、孤 立 感 ・孤 独 感 を予 防す る。 こ う した効 果 を あ らた めて 再 評 価 し、 専

門家 に よ るケ ア、お よび利 用者 自身 に よ るセ ル フケ ア に加 えて 、この イ ンフ ォー

マ ル ・ネ ッ トワ ー ク に よ る情 緒 的 サ ポ ー トが うま く機 能 す る よ う、 利用 者 のサ
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ポ ー ト ・ネ ッ トワー クを形 成 を援 助 す る こ と。 ア メ リカ にお け る多 様 な ケ ー ス

マ ネ ジメ ン ト ・モ デル の なか に は、 これ が ケ ー スマ ネ ジメ ン トの 目的 の ひ とっ

で あ る とい う考 え も存在 して い る。

2)在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー に お け る ソ ー シ ャ ル サ ポ ー ト ・

ネ ッ トワ ー ク の 形 成

わが国の在宅 における高齢者 の介護 は、従来 も現在 も、全面 的に同居 家族 あ

るいは別居親族(要 介護高齢者が単身であ った り高齢者 のみの世帯 のば あい)に

依存 して いる。実現が急がれ る新 ゴール ドプラ ンのサー ビス目標値をみて も、わ

が国の在宅福祉対策は家族 ・親族 による介護を前提 として検討 されているといえる。

しか し、中高年女性の外部就労化 および多様 な社会 活動へ の参加 の進展、兄

弟数の減少 によ る協力の可能性 を秘めて いた別居親族 の減少、単身 ・夫婦 のみ

の高齢者世帯の増加、高齢者 の要介護期間 の長期化 などの要因 によ って、 同居

家族 あ るいは別居親族が、在宅 の要介護高齢者を家族 ・親族 だけで世話 してい

く機能 を もち得 な くな って きて いる。政策主体 もこれを認 め、要介護高齢者 を

ケアす る家族 にたい して、で きるだけ福祉 サー ビスを効果的 に使 え る状況 を作

り出 してい くことで、家族 ・親族 を積極的 に支援 して い くという、在宅介護支

援 セ ンター事業(以 下、支援 セ ンター事業 と略記す る)を 開始す ることになった。

同居家族 ・別居親族 による介護にたい して、専門家で ある支援 セ ンターのコー

デ ィネ ーターが中心 とな って、非専 門家で ある在宅介護相談協力員(民 生委員

が担 当す ることが多い)の 協力 の もとに、当事者(要 介護高齢者 および介護者)

の相談 にの り、適切な助言 や情報提供を お こな う。そ して、必要 なサ ー ビスの

導入の ため、 また、サ ー ビスの調整の ために関係機 関 との連絡調整 を図 る。 こ

う した諸行為 によ って介 護者 の負担 を軽減 し、要介護高齢者 がで きるだけ長 く

在宅で の介護生活を続 ける ことがで きるように支援 して く。 これが、支援 セ ン

ター事業 の制度化 され た目標であ る。 この ことは、同居家族 あ るいは別居 家族

というイ ンフォーマルな社会資源に、専 門機 関(専 門家)や 非専 門家(在 宅介

護相談協力員)、 その他 の フォーマル、イ ンフ ォーマル な地域の社会 資源が加わ

ることによ って、要介護高齢者の介護生 活 にかん してサポー ト機 能 を もっ諸関
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係 の群 、つ ま り介護生活 にかんす るソー シャルサ ポー ト・ネ ッ トワー クを形成

す ることと言 いかえ て もよい。

この支援の関係群(介 護生 活にかんす るソーシャルサポー ト・ネ ッ トワー ク)

には、つ ぎのよ うな関係が含 まれ る。

当事者(要 介護高齢者 や介護者)と 家族員(介 護者以外 の同居家族員)・親族

との関係

当事者 と家族 員 ・親族 以外 のイ ンフォーマルな資源 との関係

当事者 と支援 セ ンターの コーデ ィネー ター との関係

当事者 と行政 およびその他 のフォーマル なサー ビス提供者 ・社会資源 との関係

コーディネー ター と家族員 ・親族 との関係

コーデ ィネー ター と家族員 ・親族以外 のイ ンフォーマル な資源 との関係

コーデ ィネー ター とサー ビス提供者 ・社会資源 との関係

サー ビス提供者 ・社会 資源間 の関係

こう した関係 が、 ある一定 の時期 には一定 のパ タンを もって それぞれに関連

しあ うことによ り、全体 と して当事者 たちの介護生活を支え るソーシャルサポー

ト・ネ ッ トワー クが 形成 され るわけで ある。

イ ンフ ォーマルな社会 資源や フォーマルな社会資源が提供 しうる介護生活 の

支援内容(サ ポー ト機能 のカテ ゴ リー)と して は、以下の よ うな ものを考え る

ことがで きる(た だ し、aは フォーマルな社会資源か らのみ。a～9ま では手段

的サポ ー ト、hは 情 緒的 もしくは表 出的サポー トといえ る)。

a

b

C

d

e

専門的サー ビス(医 療、看護、 リハ ビリテー シ ョン、虚弱者 ・障害者 ・痴

呆性老人 にた いす る レク リエー シ ョンな どのサー ビス提供)

パ ー ソナルケ アの提供(直 接的 な身の回 りの世話、介護)

現物の提供(金 銭 、オム ツな どの現物 の提供)

情報提供(相 談 ・助言、福祉サー ビスや介護 にかんす る情報 ・知識の提

供 など)

諸サ ー ビスの媒介 、連絡 ・調整(サ ー ビス利用 のための手続 きやサー ビ

ス機関、関連機関 な どとの連絡 ・調整)
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f

b

h

緊急時 の対応(適 切な処置 な ど)

見守 り(危 機防止 のための見守 り、ただ し、見守 りを 目的 として いて も

コ ミュニ ケー ションによ る話 の傾聴、感情の受容に力点が あ るばあ いに

は、情 緒的サ ポー トと して理解)

情緒 的サ ポー ト(愛 情や関心、配慮、信頼 、評 価の提供、話 の傾聴、感

情の受 容 など)

こ う した支 援 内容 の どれを、 どれ くらい どこか ら受 けて介 護生 活 を支 え る ソー

シ ャル サ ポ ー ト ・ネ ッ トワー クを形 成 して い くか 。 これ は、 本 来 、 要 介 護 高 齢

者 自身 、 あ る いは、家族 や 親族 の うちの誰 か が 自 ら積極 的 に ア レ ンジ して 形成 ・

維持 して い くこ とが 望 ま しい。 自分 の(あ る いは 自分 た ちの)介 護 を め ぐ る生

活 を 自 ら設 計 して い くこ とが 、 主 体 性 の 発揮 ・維 持 と い う点 か らい って当 然 で

あ り、 よ り望 ま しい形 を で き るだ け追 求 して いけ るはず だか ら。 だ が 、 実 際 に

は 、 当事 者 は 、 な に を どの よ うに ど こか ら、 どの くら い援 助 して も ら った らよ

いの か よ くわ か らな い。 と くに、専 門 的援 助 や公 的 機 関 のサ ー ビス にか ん して

は知 らな い こ とが 多 い。 多少 知 って いて も複 数 の サ ー ビス提 供 機 関 へ の問 い合

わ せ や 連絡 ・調 整 は面 倒 で あ る。 ま た、 そ う した こ とを考 え た り交 渉 した りす

る時 間 や エ ネ ル ギ ー が十 分 に な い。 こ う した こ とが一・般 的で あ ろ う。

だ か ら、 支 援 セ ンタ ー事業 が 求 め られ て い る。 支援 セ ンタ ー の コ ー デ ィネ ー

タ ー は、d情 報 提 供 やe諸 サ ー ビスの媒 介 と い うサ ー ビス行 為 を とお して 、a専

門 的サ ー ビス や フ ォーマ ル な機 関 に よ るbパ ー ソナル ケ アの提 供 、制 度化 され て

い るc物 的 サ ー ビス の利用 を 図 る、 そ して 、f緊 急 時 の対 応 やg見 守 りを お こな

う。 こ う した こ とが支 援 セ ンター事 業 の第一 義 的 な 目標 と して期 待 されて い る。

h情 緒 的 サ ポー トにつ いて は、本 来 、家族 ・親 族 を は じあ とす るイ ンフ ォーマ

ル な 資源 が 関 与 すべ き とい う認 識 が あ るた め に、 支 援 セ ンタ ー事 業 で も制 度 的

には関心 が払 わ れて いな い。 支援 セ ンター事業 と して明 文 化 され て い るの は、 も

っぱ らaか らgま で の手 段 的 な内容 の サ ポ ー トにつ い てで あ る。

3)在 宅介護支援 セ ンターにおけ る情緒的 サポー ト
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しか し、高齢者の在宅 ケアに携わ る援助実践者 たちの多 くは、要介護高齢者

および介護者 それぞ れに とって、情緒的サ ポー トがかれ らの生活意欲、あ るい

は介護意欲 に及ぼす力 の大 きさを 日頃の実践 にお いて実感 している。それゆえ、

コーデ ィネーターが 当事者 たちにかかわ って い くなかで、イ ンフ ォーマルな関

係(ネ ッ トワー ク)が 、 こうした情緒 的サポー ト機能 を十分 にはた して いるよ

うにはみえない ことがわ か ったばあ い、 できる範 囲で なん らかの援助行為をお

こな う必要性 を、か れ らは感 じて いる。

介護ノ1三活 が継続す る過程で、家族 ・親族間 に葛藤的 な情緒 関係が生 じる こと

があ る。あ るいはま た、 それ までに あったそ う した関係が いっそ う悪化す るこ

とがあ る。 これによ って、要介護高齢者 や介護者 が い っそ うの心理社会的 ス ト

レスを もち、孤 立感 、孤独感を感 じることは少 な くない。 この葛 藤的情緒関係

その ものを調整す る介入 は、当事者 たちがその援助をか りに求 めて きたと して

もなか なか困難 であ る。 だが、別の関係 をっ くることによ って、かれ らのス ト

レスを緩和 した り、 孤立感、孤独感 を減 じるよ うに働 きか けることはで きる。

たとえば、要介護 高齢者 に とって は、デイサ ー ビス ・セ ンターでの仲間 ・職

員、在宅介護相談協 力員 、ボラ ンテ ィアによ る友愛訪 問、ヘルパ ーな どとの関

係を、介護者 に とっては、寝 たき り老人 ・痴呆性 老人をかかえ る家族の会な ど

の 自助 グループ、 デ イサー ビス ・セ ンター利用者 の家族 会、訪問看護婦、ヘル

パ ーな どとの関係を 媒介す る。そ して、 それ らの関係 が、情緒的サ ポー ト授受

の関係性 を もつ よ うに働 きか けるな ど。

そ う した社会資源 の媒介が種 々の理 由か ら困難 であ った り、媒介 して もそれ

らの社会資源 と当事 者の関係が、情緒的サ ポー トを授受す るよ うな関係 にな ら

ないよ うなばあいには、 コーデ ィネーター自身が 当事者 たち と信頼関係 を形成

して、情緒的サポー ト機能をはたす ことも考 え られ る。葛藤的 な情緒 関係 はな

いが情緒的サ ポー ト授受の関係 もない といったひ と り暮 ら しの高齢者 な どにっ

いて も、 こうした点 を考慮 に入れて援助 してい くことが必要であ ろう。援助実

践の 目標 を 「QOL(生 活の質)」 の向上 をめざす ことに置 くな らば。

この点を支援 セ ンター事業 の目標 にかかげ、当事者 たちの介護生活 を トータ

ル に援 助 して いこう とす るな らば、 コーデ ィネーターたちは 日頃の実践 におい
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て、情緒的サポー トの側面につ いて も配慮 した ソー シャルサポー ト・ネ ッ トワー

クの形成 を心が け ることになる。ただ し、支援 セ ンター事業 の制度上 の一義的

な 目標 は、手段 的な内容のサポー トを必要 に応 じて組 み合わせて提供す ること

であ るか ら、上記 の点 は、 それぞれの支援 セ ンターのポ リシーや コーデ ィネー

ターの数 、ケース担 当数、資質 な ど事業運営上の諸要 因によ って左右 され ると

思 われ る。

2.在 宅 介 護支 援 セ ンター に お け る事 例 調 査

1)事 例 調 査 の 目 的 と 方 法

で は、 実 際 に は在 宅 介 護支 援 セ ンタ ー事 業 にお いて 、要 介 護 高 齢 者 や 介 護 者

に た いす る ソー シ ャル サ ポ ー ト ・ネ ッ トワ ー クは どの よ うに形 成 され て い るの

だ ろ うか。

都 下 にあ る2っ の支援 セ ンター にお け るス タ ッフの援助 実践 行 為 を、ケ ー スマ

ネ ジメ ン ト実 践 モ デル の枠組 み を用 いて調査 分 析 した さい に、ソー シ ャル サ ポ ー

ト ・ネ ッ トワ ー クの 形 成 とい う視 点 か ら もデ ー タの一 部 を収 集 し分 析 したの で

そ れ を報 告 した い2)。まず 、事 例 を紹介 す る。 そ の後 で 、 これ らの ケ ース に お い

て、介 護 にか ん す る上記 のaか らgま で の手段 的 サ ポ ー トとhの 情 緒 的 サ ポ ー ト

が 、誰 にた い して どの よ うな イ ンフ ォー マ ル お よ び フ ォー マ ル な社 会 資 源 に よ

って、 どの よ うに提 供 され たの か を整 理 す る。 また、そ う した ソー シャルサ ポー

ト ・ネ ッ トワー ク形 成 過 程 にお け る問題 点 は な にか を 記述 し、今 後 、支 援 セ ン

タ ー事 業 が ソー シャル サ ポ ー ト ・ネ ッ トワー ク形 成 を 意識 的 に展 開 して い く う

え で の 課 題 は な にか を論 じた い。

こ こで取 り上 げ るの は 、2っ の支援 セ ンター の うちの1っ の セ ンタ ーで収 集 し

た事 例 で あ る。 この セ ンターで は、 筆 者 が ス タ ッフの援 助 実 践 行 為 を 分 析 した

さ い に対 象 と した208ケ ー ス の うち、 その77%に た い して 、1っ 以上 の フ ォー

マ ル な サ ー ビス を媒 介 して いた。 そ のサ ー ビスの うち、 サ ー ビス提 供 者 と当事

者 とが 、サ ー ビスの授 受 を め ぐる一定 の関係 を もつ可 能性 の あ るパ ー ソナ ル ソー

シャル ・サ ー ビスや 医療 ・看護 サ ー ビス を1っ 以 上媒 介 したの は、208の うち の
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58%で あ った。

これ らのサー ビスは支援セ ンターの コーデ ィネーターが媒介 した ものであ る

か ら、当然、コーデ ィネーター と当事者 とのあいだに、相談 ・助言 、情報提供 、

サ ー ビスの媒介 ・社会資源間の連絡 ・調整 といった内容のサポー トの授受関係

が成立 して いる。また、サー ビス提供者 とコーデ ィネイ ターとのあ いだに、サー

ビス導入 のための問 い合 わせ ・連絡 や、導入後 のサー ビス内容 の確認 ・変更 と

い った調整の関係 も成立 して い る。 こう した い くつか の内容 の機能 を もった関

係群が 、総体 として要介護高齢者の介護生活を支援す るソーシャルサポー ト・ネ

ッ トワー クを形 成 して いる、 と考え るこ とが で きる。

こう した事例 の なかか ら、同居家族や別居親族 の情緒的サ ポー ト機能を補完

す る、 もしくは代替す る形 で、 イ ンフ ォーマル もしくはフ ォーマル な社会資源

が情緒 的サポー トをお こな って いるケースを取 り上 げ ることにす る。一般的 に

は、同居家族や別居親族 が、当事者 たちにたいす る情緒的サ ポー ト機能を はた

して いることが多 いか もしれな い。 だが介護 をめ ぐって家族 ・親 族の情緒的サ

ポー ト機能が働か な くな ること も少 な くない。

フォーマル、 イ ンフォーマル な社会資源 による補完 、代替 がお こなわれ た事

例 にか ん しては、当事者 たちにい くつかの質 問をす ることで選択 す る方法が考

え られ る。が、今回はっ ぎのよ うな方 法を とった。当事者であ る要介護高齢者

あ るいは介護者 が、相手 に信頼 を寄 せて 自分 のほ うか ら相談 や近 況報告の連絡

を しば しば入れ、相手が それ に対応 して いるとい う関係、当事者 が相手を信頼

して 目身のネガテ ィヴな感情表 出を ともな う話 を しば しばお こな い、相手が そ

の話 を傾聴 し感情 を受容 して いる関係 、当事者が緊急 時の ときにまず援助 を依

頼 し、相手 がそれ に即対応 して いる関係、当事者が相手 を信頼 して金銭の払 い

出 し、服薬管理な どを依頼 し、相手 がそれ に応 えて いる関係 。 こ うした関係が、

ケース記録 か ら読み とれ る事例 を ピックア ップす る。

以下で は、こう して選択 した事例を9例 紹介す る。 この9例 は世帯類型の違 い

とサポー ト内容 にそれぞれ特徴があると思われ る ものを任意に選んだ もので、か

な らず しも典型的 な例 というわ けで はない。

文章 によ る事例の紹介の前 に、 ソー シャルサポー ト ・ネ ッ トワー クの形成過
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程 を エ コマ ップを用 いて 図示 して お いた 。 これ に よ り、 ネ ッ トワー クの変 化 の

過 程 が 視 覚 的 に な り、わ か りや す くな った と思 わ れ る。 なお 、変 化 の過 程 にっ

いて エ コマ ップ を何 枚 描 くか 、 どの期 間 ご とに描 くか にっ いて は 、 と くに基 準

を設 け なか った。要 介 護 高齢 者 や 介護 者 の状 態 の変化 にた いす る対 処 に よ って、

ソー シ ャル サ ポ ー ト ・ネ ッ トワー クに顕 著 な変 化 が あ った と判 断 で きた段 階 ご

と に、 エ コマ ップ を描 い た。

な お 、本 文 の事 例 の紹 介 もそ の段 階 に従 って 、高 齢 者 本 人 ・家 族(主 に介 護

者)の ニ ー ズ、 イ ンフ ォーマ ル 資源 に よ るサ ポー ト、 フ ォー マル 資 源 に よ るサ

ポー トの3つ の項 目別 に記 述 した。 同 じ段 階 にお いて、 これ らの項 目が複 数 回 記

述 され て い るば あ い は、 そ の 同 じ段 階 に お いて もあ らた なニ ー ドが生 じ、 それ

に た いす るあ らたな サ ポ ー トが お こなわ れ て い る こ とを示 して い る。 また 、 ア

ンダ ー ラ イ ンを 引 いた もの は、 支 援 セ ンター の コー デ ィネ ー ター の援 助 に よ っ

て 利 用 され る こ とに な ったサ ー ビス で あ る。

2)事 例紹介

(1)J.O.さ ん(男 性 、88歳 、 息 子 家 族 と 同 居)

① 支 援 セ ン タ ー 援 助 開 始 前
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② 支 援 セ ン タ ー援 助 開 始 一援 助 開 始4ヶ 月
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支援 セ ンター援助 開始前

*高 齢者本人、家族のニーズ:本 人 は白内障のためほ とん ど失明状態。 また、発

作が起 きるのではな いか と常 に不安 が ってお り、常 に誰かが側 にいることを求

め る。そのため、同居 の四男の妻は疲れはてており、外出 もできないと困 っていた。

支援 セ ンター援助 開始 一援助開始4ヶ 月

*高 齢者本 人、家族 のニーズ:四 男が支援 セ ンターに相談 に来 所。本 人を特 養

(特別養護老 人ホーム)に 入所 させたい、それまで は介護人の派遣を希望す ると

訴え る。

・フォーマル資源 によるサポー ト1支 援セ ンターのコーデ ィネーターが相談 にの

り、特養 の申請書 を渡す とともに、各機関 のヘルパーにつ いて説明。 その後、家

庭訪問。[そ の さい、本人か らベ ッ ドの脇 に尿器 を置 いて排泄 したいが、介護者

が置かせて くれ ないと訴 えが あ る]四 男の妻 とも話 し、 シ ョー トステイ、デイ

ホーム、白内障手術 の助成金の各書類 と家政婦紹介所の名簿 を渡 し説明す る。本

人 と四男の妻 とも今後、継続面接をす ることにな る。 その後 、数度 家庭訪 問 し

て別 々に面接を お こない、話 を傾聴 し感情を受容。"戸 のヘルパ ー'

遣開始(週3回)が 始 まる。デイホームの申請代行 をす る。

*高 齢者本人、 家族 のニーズ:白 内障手術(助 成 による)を した後、本人 の不

安 が多少軽減 され、 トイ レも自力で可能 とな る。四男の妻 よ り車椅子で散歩 に

連れて行 きた い、防水 シーツが欲 しいという要望が だされ る。

・フ ォーマル資源 によるサポー ト:コ ーデ ィネーター、 日常生活用具給付 の申請

代行をお こな うとと もに、業者 に皇 置王 、防水 シーツを発注す る。車椅子 、防

水 シー トの供 与。 その後 、近況把握 と四男の妻 の気持 ちを受容す るため、 コー

デ ィネーターが家庭訪問や電話を入れ る。本人 と四男の妻 の話をそれ ぞれ傾聴。

シ ョー トステ イを勧 める。

*高 齢者本人 、家族 のニーズ1本 人は入院 したい と訴 え る。四男の妻 と しては、

医師か ら病気か どうか判断がつかないと言われたので、治療させ る気 はない、特

養申請 を したいと。四男の妻 は介護で精神的 にまいってお り、嘔吐の続 く日がある。

・フ ォーマル資源 によるサポー ト:四 男 か らシ ョー トステイ、デイホームの申請

希望が なされ たので、 コーデ ィネーター、申請代行 をす る。 同時 に特養 申請 の
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代行 もお こなう。 コーデ ィネーターふた りが家庭訪問 を し、本人 と四男 の妻の

話を別 々に聞 き、本人の気持 ちの受容 と四男の妻 の息抜 きを図 る。[本 人は故郷

に帰 りた い、で きな いな ら老人 ホームか病院 に入 りたいと言 い、 四男 の妻を非

難す る]デ イホームの利用が可能 となるまで、2週 間に1度 の割で家庭訪問す る

ことになる。

支援 セ ンター援助 開始5ヶ 月 一援助 開始1年

*高 齢者本 人、家族 のニーズ:本 人の介護 にたいす る不満 が さ らに増加。四男

の妻 は知人 の病院関係者 に問 い合わせ、入院可の返事 を もらう。本人 は入院を

気 に入 り、表情が穏 やかになった。

・フ ォーマル資源 に よるサポー ト1週2回 病院に行 く四男の妻 にたい して、コー

デ ィネー ターが電話 を入 れその努力 をね ぎらい気 持ちを受容す る。本人が入院

継続 を希望 してい ることい うことで、 デイホーム、 シ ョー トステ イ予約キ ャ ン

セルの手続 きを とる。[5ヶ 月後、本人の要態急変 し死亡。四男 の妻 よ り連絡が

入 り、 コーデ ィネーター弔問のたあ家庭訪 問す る]

(2)T.Cさ ん(男 性 、84歳 、 息子 家族 との 同居)

① 支 援 セ ンター援 助 開 始 前
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② 支 援 セ ン タ ー援 助 開 始 一援 助 開 始1年

③ 支援 セ ンター援 助 開始1年 一援 助 開始1年 半

13
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支援 セ ンター援助 開始前

*高 齢者本人、家族のニーズ:高 齢者本人 の排泄以外 のADLは 自立、被害妄想

などの痴呆様症 状 あ り。妻 は尿失禁の ままで いる本人 にイライラ して いる。息

子 は単身赴任 して お り、週末 に帰宅 した さい、本 人を叱 ることが多 い。 こ うし

た状況 のなかで、長男の妻 は本人 を気の毒 に思 ってお り、なん とか したいと隣

人に相談。

・イ ンフ ォーマル資源 によるサポー ト:隣 人が支援 セ ンター にかんす る情報を長

男の妻 に知 らせ る。

支援 セ ンター援助 開始 一援助開始1年

・フ ォーマル資源 によるサ}0,1`ト=コ ーディネーターか ら痴呆の専門医 によ る診

察を受 けることを助 言 し紹介す る。 また、家庭訪問を して排泄介護 の方法を伝

え、排 泄介護用 品の紹介 、使用方法な どを説明す る。 その後 、電話で状況を確

認す る(モ ニ タ リング)。[妻 が専門医 によ る診 断に連れて行 く。また、教わ っ

た排泄介護方法 で妻 が介護 しうま くい く。長男 の妻が車で本 人を笹祉会壁

能蓋 澱 や図書館 な どに連れ出す]デ イホームを紹介 し、意 向を受けて 申請代

行す る。[デ イホームに長男の妻 の送迎で 臼己通所が始 まる]

*高 齢者本 人、家族 のニーズ:本 人、妻 に叱 られて妻 を庭 に追 い出す。 これを

見て長 男の妻 は、本 人の痴呆が進行 した とシ ョックを受 ける。長男 の妻は姑 と

夫 とのあ いだに入 って精神的 に苦労 が多 い、 それ をわか って くれ る人が いない

とコーデ ィネー ターに電話で訴 え る。

・フ ォーマル資源 によるサポー ト:コ ーデ ィネ ーターは、痴呆 のお年寄 りにたい

す る対処方法 を伝 え、家族員のあ いだに入 って気 苦労の多 い長男 の妻の話 を傾

聴 しね ぎらう。

*高 齢者本人 、家族 のニーズ:妻 は本人を叱責 す ることが 多い。長男の妻 は シ

ョー トステイの利用 を希望す る。

・フ ォーマル資源 によるサポー ト=コ ーディネーターが家庭訪 問 し、 ショー トス

テイの申請書 を渡す とともに、痴呆性老人への対応方法を指導。[そ の後、姑か

ら家 の ことを外部 に話す ぎると叱 られ、落胆 して いると長男の妻 が訴 え る]長

男 の妻の気持 ちを受 容 し、夫に相談 す ることを勧め る。[長 男が長男の妻 に言わ
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れて支援 セ ンターに来所]長 男 の相談 にの り、特養 の説明をお こな う。

*高 齢者本人、家族のニーズ:本 人に精密検査が必要 な疾患のあ ることが判明。

長男の妻 は、長男、長男の兄弟はあて にな らず、かれ らにたいす る不満 と今後

どう した らよ いのか とい う不安 を、 コーデ ィネーター に訴 える。

・フ ォーマル資源 によるサボー ト:本 人 を受診 させた後 にセ ンターに来所 して き

た長男の妻 にた い して、 コーデ ィネー ターが時閤をか けてその心情 を吐露 させ

受容す る。 その後、今後のケアプラ ンを一緒 に検討す る。[そ の後 も、本人は長

男の妻 の送迎 によって、デイホーム と福祉会館 に通所を続 ける。長男 の妻は、な

に も力 になって くれない夫、姑 にた い して苛立つ、介護 に も疲れた と訴え る]そ

の訴え を傾聴。

*高 齢者本人 、家族のニーズ:本 人の言動 に妻、長男の妻 ともにふ りまわされ、

ス トレスが強 くなる。 と くに妻 は本人が痴呆であ ることを受 け入 れが た く、本

人にた い して きつ く対応 す るため、本人 も負 けず に対応す るな ど悪循環。別居

の長男 の兄弟 たちが ときに訪 問す るが、長男の妻 の苦労 を理解 しよ うとしない

ため、長男 の妻のス トレスが増加。孤立感 を もって いる長男の妻 は、長男、妻、

長男の兄弟たちに疎外 されて いる本 人にたい して同情 的。そ う した状況 のなか

で、介護をめ ぐり妻 と長男 の妻 とがケ ンカにな り、ふ た りの関係 がか な り悪化

す る。

・フ ォー マル資源 によるサポ ー ト:長 男の妻 か らのなん どかの訴 え にたい して、

コーデ ィネーターは本人の行動 にっ いて説明す る とともに、長男 の妻 の努力を

評価 し、負担感 の軽減 に努め る。 また、妻 との関係 が悪化 した時点で は、長男

の妻の感情を受容す るとともに、長男 にシ ョー トステ イの利用 を相談 す るよ う

提案。 さ らに、家庭訪問 して妻 に もシ ョー トステ イの利用 を勧 め る。[こ の後、

長男 か ら特養の 申請がだ され る]

支援 セ ンター援助開始1年 一援助開始1年 半

*高 齢者本 人、家族 のニーズ:本 人転倒 し動 けず、 ど うした らよ いか と問 い合

わせの電話を長男の妻が支援セ ンターに入れ る。[コ ーデ ィネーターが受診を勧

め、長男の妻 が受診 させ る。 その結果、入院 し手術]そ の後 、長 男の妻 が中心

とな って病院での世話 を担当。3ヶ 月後 か ら長男の妻の介護疲れ、ス トレスが増
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大 す る。半年後、本 人寝 た きりとな り転 院を迫 られ る。

・フ ォーマル資源 によるサポー ト:入 院決定 とな った時点で
、担当 コーデ ィネー

ターは ショー トステイの予約を取 り消 し、状況確認 のために病院訪問。 その後、

家庭 に戻 って いる時間に長男の妻を訪 問 して、話を傾聴 、受容 し介護努力 を評

価す る。 また、転 院の相談 に もの り、病院のMSWに 相談する ことを長男の妻 に

勧 ある。

(3)R.A.さ ん(男 性 、65歳 、 妻 と未 婚 の子 ど も との 同居)

① 支 援 セ ンタ ー援 助 開始 前

◎

C)

隆
発
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② 支援 セ ンター援助 開始 一援助開始2ヶ 月

③ 支援 セ ンタ ー援 助 開 始3ヶ 月 一援 助 開始1年
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支 援 セ ンタ ー援 助 開 始前

*高 齢者 本 人 、家族 の ニ ー ズ:本 人 は柄 沢式 スケ ール によ る と中等 度 の痴 呆 、被

害 妄 想 が強 い。 薬 効 が きれ る と騒 ぎ出 し暴 力 を ふ る う こ とが 多 い。妻 は片 麻 痺

で身 障3級 。 未婚 の息子 は外勤 、未婚 の娘 は両 親 の介護 を しなが ら、週 に数 回パ ー

トにで て いた。

支援 セ ンタ ー援 助 開始 一援 助 開 始2ヶ 月

・フ ォー マル資源 に よるサポ ー ト:息 子 か ら相 談 を受 けた高 齢者福 祉課 の ワーカー

が 支援 セ ンタ ーに リフ ァー。 支援 セ ンタ ーの コー デ ィネ ー ターが 家庭 訪 問 し、息

rに 本 人 を 専門 医 に受診 させ るよ う勧 め る。[息 子 は本 人 を 専 にVnー させ る]

・イ ンフ ォー マル資 源 に よ るサ ポ ー ト:息 子 が病 院 に付 き添 うため に、妻 を親 戚

宅 に預 か って も ら う。 だ が 、予 定 よ り早 く1日 で帰 宅 して くる。

・フ ォ・一マ ル資 源 に よ るサ ポ ー ト:コ ー デ ィネ ー タ ーが 状 況把 握 の ため、家庭 訪

問 や竃 話 を入 れ る。[そ の後 、 本 人 は入 院 、 アル ツハ イ マ ー性 痴 呆 と診 断 され、

転 院 を 指示 され る。 妻 は病院 のMSWに 転 院 につ いて相 談]コ ーデ ィネー一夕一 は

MSWと 連絡 を と り、転 院 にっ いて相 談 し、他病 院 へ の紹 介 状 を も ら う。 家庭 訪

問 し、転 院 にっ いて相談 に の る。[妻 は本 人 を入 院 させ た こ とを気 に し、親 戚 か

ら非 難 され て い る とやや ノイ ロー ゼ気 味 とな る。娘 は転 院 が で き な いの で は と

混乱 した様子]そ の後、娘 をセ ンター に呼ん で、話 を傾 聴 し感 情 を受 容す る。[そ

の後 、娘 は保健 相談 所 に相談 に行 く]保 健相 談所 保 健婦 か ら連 絡 が あ り、本 ケ ー

ス にっ いて 話 し合 う。後 日、家 庭 に電 話 を入 れ て も応 答 が な いた め 、保 健 所 保

健 婦 と コー デ ィネ ー ターで緊 急 訪 問 す る。

*高 齢 者 本 人 、家 族 の ニー ズ:娘 が アル ツハ イマ ー は遺 伝 す るの で嫁 に行 け な

い と妻 に あ た り、 娘 が 中 心 とな って 家 庭 全 体 が混 乱 状 態 に陥 る。 娘 は保 健 相 談

所 とセ ンタ ー に かわ るが わ る電 話 を入 れ る。

・フ ォー マル資源 に よるサ ポ ー ト:保 健相 談 所保 健 婦 、 コーデ ィネ ー ターで 家庭

訪 問 し、 娘 の話 を傾 聴 、感 情 を受 容 。 保 健婦 とコ ー デ ィネ ー タ ーで 家族 の力 動

的関 係 にっ いて 話 あ う。

*高 齢 者 本 人 、家 族 の ニー ズ:そ の後 、 娘 を診 断 した 医師 よ り、 妻 と娘 を切 り

離 して生 活 す るよ うに言 わ れ た 、ヘ ルパ ー に来 て も らえ な いか と、息 子 か らセ
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ンターに連絡が入 る。

・フ ォーマル資源 によるサポー ト:コ ーディネーター緊急訪問。妻の ショー一トス

テイの利用、娘 の親戚宅預か りを検討 し、保健所保健 婦 に連絡 す る。 だが、結

局 、 しば ら くのあいだコーデ ィネー ター と保健婦が交 代で、妻 、娘 の話相手 と

なることにす る。妻の受診を息子 に勧 め るが 息了 は これを拒否。[そ の後、娘 が

手足 の しびれを理 由に救急車で病 院に行 く。娘 ノイ ローゼ状態]コ ーデ ィネー

ターは娘 をセ ンターによんで面接。 その後 も断続的 に面接 を継続[そ の後 、本

人の特養 申請が娘 と伯父 よ りだ され る]

支援 セ ンター援 助開始3ヶ 月 一援助 開始1年

*高 齢者本人、家族の ニーズ=息 子よ り本人 の転院希 望の相談 が入 る。娘が情

緒不安定のため、妻 もイライ ラ し情緒不安定 に。妻は娘 にっ いて コーデ ィネー

ターに相談す ることを希 望す る。娘、妻、息 子のあ いだで本人 の転院 にかん し

て意見が食 い違 う。

・フ ォーマル資源 によるサボー ト1コ ーデ ィネー ター、本人 の入院 して いる病院

を訪問 し事情 を聞 く。 その後家庭訪問 して話 し合 う。[そ の後 も娘 よ り緊急 に訪

問 して欲 しい旨の連絡が入 る。娘 は保健相談 所 に も連絡]保 健相談所保健婦 と

連絡を とりなが ら、娘 とセ ンターで定期的 な面接をお こな う。一方、本人 の転

院につ いて援助す る。

*高 齢者本人、家族の ニーズ:娘 、妻 ともに心療内科 を受診 し、その後継続受

診。妻 のほ うは服薬管理がで きて いない。

・フ ォーマル資源 によるサポー ト:コ ーデ ィネーターは状況把握のため に定期的

に訪問。妻 の薬分包、管理 を手伝 う。本人 の特養入所判定 の資料づ くりのため、

入院中の病院 のMSWに 入所判定 に必要 な情報 の提供 を依頼 す る。
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(4)B.Tさ ん(女 性 、82歳 、単 身 の息 子 と同居)

① 支援 セ ンタ ー援 助 開始 前

8・

窺裂犀.
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② 支援 セ ンター援 助開始 一援助開始直後
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在宅介護支援センターにおけるソーシャルサポー ト・ネットワークの形成(2)

③ 支 援 セ ン タ ー援 助 開 始 直 後 一援 助 開 始1ヶ 月

諾・惣

④ 支 援 セ ンタ ー援 助 開 始1ヶ 月 一援 助 開始2ヶ 月

舞、

Oc)一
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支援 セ ンター援助開始前

*高 齢者本 人、家族 のニーズ1夫 死亡後、長男 とふた りで生活。長男 は精神 の

障害が あ り、 これまで親子のあ いだで暴力を と もな うケ ンカがみ られ た。長男

が押 して転倒 したさ いに、本人、腰 を打 って動 け ない状態 とな る。

・イ ンフ ォーマルな資源 によるサt一 ト=近 隣 に住む本人の知人が 、長男の職場

の ヒ司に入 院の手続 きにつ いて問 い合わせ る。職 場の上司が一度本人 を病院に

連 れて い くが、 その後連 れ戻 り、支援 セ ンターに入 院 につ いて問 い合わせて く

る。本 人、歩行 、入 浴にかん して全介助状態。

支援 セ ンター援助 開始 一援助開始直後

・フォーマル資源 によるサポー ト:支 援 セ ンターのコーディネーターが緊急訪問

し、救 急車をよんで病 院に搬入 す る。次男 に連絡 を と り話を聞 く。次男の話 に

よると、ふた りは母 子密着の傾向が強 く、 これ まで は母親の ほうが暴力をふ る

うことが多か った。 次男 と退院後の ケアプラ ンを検討。 ショー トステイを利用

す るこ とになる。退 院後 、 シ ョー トステイの利用。

・インフ ォー マル資源 によるサポー ト=三 男の妻が本人 の世話 を しに来 る。長男

を除 く兄弟 で退 院後 の相談。次男の手助 けで長男 もなん とか就労 して お り、そ

の職場 の上 司は、長 男の意向を尊重 して あげて欲 しいと支援 セ ンターに連絡 し

て くる。

支援 セ ンター援助開始直後 一援助開始1ヶ 月

*高 齢者本人 、家族 のニーズ:長 男が混乱 して暴 れ、本 人は警察 に逃 げ込む。

・イ ンフ ォーマルな資源 によるサポー ト=隣 人が保健相談所 に緊急連絡を入れる。

・フ ォーマルな資源 によるサポー ト:警 察にて本人を保護。保健相談所 は、次男、

本人、長男の 了解を得て、精神病院への長男 の入院を手配。保健相談所、警察、

隣人、次男、本人で今後 の生活 にっ いて話 し合 いが なされ る。その後 、コーデ

ィネ ーター、保 健相 談所保健婦、国立神経 セ ンター医師、看護婦 、精神科 ク リ

ニ ックの医師 によるケースカ ンフ ァラ ンスをお こない、長男の処遇 につ いて検

討。保健婦が長男 の入院を次男や本人か ら勧 め るよう助言。[し か し、結局、ふ

た りによる生活 が継続 される]コ ーデ ィネーターが隣人 に本人 と長男 の関係に

つ いて説明、了解 を もとめ る。
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支援 セ ンター援 助開始1ヶ 月 一援助開始2ヶ 月

*高 齢者本人、家族の ニーズ=長 男が再度暴れ措置入院 となる。本人 ひと りき

りとな り寂 しい、死 にたいと周囲 に訴え るよ うにな る。

・フ ォーマルな資源 によるサボー ト:コ ーデ ィネーターが家庭訪問 し、状況を確

認す るとともに、本 人の話 を傾聴 し、感情を受容す るとと もに励 ま しをお こな

う。地区担当の在宅 介護相談協力員(民 生委員、以下相談協力員 と略記)に 連

絡を とり、 ときどき訪問 して話を聞 くなどの見守 りを依頼す る。[相 談協力員 に

よ る本 人 にた いす る見守 りの継続]

(5)Y.E。 さ ん(男 性 、85歳 、 夫 婦 世 帯)

① 支 援 セ ン タ ー援 助 開 始 前
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② 支援 セ ンター援 助開始 一援助開始1年
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③ 支援 セ ンター援助 開始1年 一援助開始1年 半
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支 援 セ ンタ ー援 助 開始 前

*高 齢者 本 人 、家族 の ニ ー ズ=本 人 は寝 た き りで歩 行 、立 位 、入 浴 が 全介 助 。幻

覚 、被害 妄 想 が あ り中等 度 の痴 呆 。妻 は健 康状 態 が 不良 で 、介 護 に疲 れ て い る。

・イ ンフ ォー マ ル資 源 に よ るサ ポ ー ト=別 居 の娘 が と きお り手 伝 い に来 る。

支 援 セ ンタ ー援 助 開始 一援 助 開 始1年

・フ ォー マルな資源 によ るサポ ー ト1地 域 の在 宅介 護相談 協力 員 か ら支援 セ ンター

に リフ ァーが な され る。 コ ーデ ィネー タ ーが 家庭 訪問 し、諸 サ ー ビス を紹介 、説

明 す る。 諸 サ ー ビス の 申請 代 行 。[老 △韮趾 圭 当 、住 盤(住 宅 公 団 に連 絡 了

承 を と った うえ で)、 日常生 活 用 具 の給 付 の サ ー ビス を受 け る]サ ー ビスの利 用

状 況 につ いて コ ーデ ィネ ー タ ーが 家 庭 訪 問 して確 認 。

*高 齢 者本 人 、 家族 の ニー ズ:そ の後 も妻 が介 護 疲 れ を何度 か訴 え る。

・フ ォー マル な資 源 に よる サポ ー ト:コ ーデ ィネー タ ーか ら シ ョー トス テ イ、企

謹△坐 二 の サ ー ビス利 用 を勧 め る。 支援 セ ンタ ーの 介 護 ヘ ルパ ーが 援助 を開

始 す る。[そ の後 、妻 は ヘ ルパ ー の利 用 を拒 否 。 シ ョー トス テ イの利 用 は希望 せ

ず]ヘ ル パ ー派 遣 を 中止 す る。

支 援 セ ンタ ー援 助 開始1年 一援 助 開 始1年 半

・フ ォー マ ル な資 源 に よ るサポ ー ト:コ ーデ ィネ ー ター、妻 の介 護 疲 れ の様 子 を

判 断 して、 再 度 住塾 篁の手 続 きを と る。 また 、妻 の介 護 に よ る ス トレス軽 減

と見守 りの た め に、 行 政 の健 康 課 の保 健 婦 と相談 の うえ、 量 ・ ≡ ヒ'、に よ り

保 健婦 が定 期 的 に家 庭 訪 問 す る こと、 コー デ ィネ ー ター も定 期 的 に家 庭 訪 問 す

る こと とな る。 介 護 ヘ ルパ ー派 遣 の再 開。

*高 齢者 本 人 、家 族 の ニ ー ズ:妻 の介 護疲 れが 大 とな り、 歩行 も困難 な状 況 と

な る。

・フ ォー マル な資 源 によ るサ ポ ー ト:介 護 ヘルパ ーが 上 記 の 状態 を コー デ ィネ ー

ター に報 告 。 コー デ ィネ ータ ーは 家庭 訪 問 して 、病 院 に緊急 搬 送 す る。[入 院 に

は至 らず]

・イ ン フ ォー マル資 源 によ るサ ポ ー ト:隣 人 が新 聞受 け に新 聞 が た ま って い るの

を発 見 し、 娘 宅 に連 絡 を す る。娘 が 訪 問 。 家事 を 手伝 う。[そ の 後 、妻 は入 院 、

手 術 とな る」 そ の 間 、娘 が 本 人 を世 話 す る。 娘 は主 治 医 と相 談 の うえ 、本 人 を
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在宅 でみて い くことを決心 。

・フォーマルな資源 によるサボー ト:コ ーディネーターは高齢者福祉課のワーカー

とケース検討 した後、娘 と訪問看護指導 の保健婦 とで妻退院後のケアプラ ンを

作成。退院後、訪問看護指導 を再開。介護 ヘルパ ー派遣の強化。

(6)S。Sさ ん(女 性 、80歳 、夫婦 世 帯)

① 支援 セ ンター援 助 開始 前
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② 支 援 セ ン タ ー援 助 開 始 一援 助 開 始2ヶ 月

③ 支援 セ ンター援助開始3ヶ 月=援 助 開始1年
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支援 セ ンター援助 開始前

*本 人の状況:84歳 の夫 は寝た き りで入院 してお り、ひ とりで生活。 ときお り

相談 協力員が家庭訪 問を して いた。夫が入院前 には、支援セ ンターのヘルパ ー

が訪問 し援助を して いる。

支援 セ ンター援 助開始 一援助開始2ヶ 月

*本 人、家族のニーズ=自 宅で転倒 し動けなくなったと支援センターに連絡が入 る。

・フ ォーマルな資源 によるサポー ト:コ ーデ ィネーターが緊急訪問 し、救急車を

よんで病院へ。 その後、病院訪問 し、入院手続 きをお こな う。夫 へ派遣 して い

た支援 セ ンターの介護ヘルパ ーに依頼 して、衣類 などを届 けて もらう。相談協

力員が見舞 いに行 く。退院前 にコーディネーターが病院のMSWと ともに退院後

のケアプラ ンを作成。

・イ ンフ ォーマル資源 によるサポー ト:入 院中は本人 の妹が病院 に見舞 う。退院

直後 の家事 を妹 が担 当。

支援 セ ンター援 助開始3ヶ 月 一援助 開始1年

*本 人、家族の ニーズ:入 院中の夫 が死亡。本人 は悲嘆、 不安、孤独 感強 く対

処 で きず。

・フ ォーマルな資源 によるサボー ト:コ ーデ ィネ ーターが葬式 の段取 りをす る。

その後 も、本人の感 情を受容 し、精神的 な支 えをす るために家庭訪問をお こな

う。本 人を対象 とす る家事ヘルパ ーの派遣 を調整 し、利用開始 とす る。夫対象

であ った介護 ヘルパ ーが家庭訪 問 し支援す る。 その後、本人対象 として企謹ム

ルパー も派遣。

・インフ ォーマル資源 によるサポー ト=姪 や甥が ときどき訪問 して、家事や家の

修繕 な どをお こな う。

*本 人 、家族 のニー ズ:本 人、不審者が い ると、 ひと り暮 らしの不安 を訴えて

くる。

・フォー マルな資源 によるサポー ト:コ ーデ ィネーターが緊急通報 システムの導

入 を図 り、相談協力員 に協力 を依頼。相談協力員が、本人の 自宅近 くに住む相

談協力 員の知人 に、通報 システムの協力員を依頼 し了解 を得 る。髪塾

テムの利用開始。 同時 に、警察 の派 出所 に連絡を入れて不審者の件を話 し、贅
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宜 に よ る見 守 りな どを 依 頼 す る。

*本 人 、家 族 の ニ ー ズ1本 人 、 元気 な く、 貧 血 の 治療 と白 内 障 の手 術 の必 要 あ

り。 本 人 は、 周 囲 に迷惑 を か けて まで 生 きた くな い、 寂 しい と介 護 ヘ ルパ ーや

コーデ ィネ ー タ ー に訴 え る。

・フ ォー マ ルな資 源 に よ るサ ポ ー ト:介 護 ヘルパ ー に よ る情 緒的 サ ポ ー ト
。 コー

デ ィネ ー タ ー に よ る情 緒 的 サ ポ ー ト。特 養 申請 を勧 め、 本 人 が 手続 き に行 くさ

い には 同行 す る。 そ の後 もと きお り家庭 訪 問 を して 、 情緒 的 サ ポ ー トを継 続 。

・イ ンフ ォーマ ル資源 に よ るサ ポ ー ト:妹 や甥 、ま た、ふ た りの知 人が 訪 問 した

り電 話 を頻 繁 に入 れ て 、 情緒 的 サ ポ ー トを お こな って い る。

(7)N.R.さ ん(女 性 、75歳 、

① 支 援 セ ン タ ー 援 助 開 始 前

ひ と り暮 ら し)
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② 支 援 セ ン タ ー援 助 開 始 一援 助 開 始6ヶ 月

③ 支援 セ ンター援 助開始7ヶ 月 一援 助開始1年 半
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支 援 セ ンター援 助 開 始 前

*本 人 、 家族 の ニ ー ズ:腰 部 を痛 あ て いて 歩 行 不安 定 、一 部 介 助 。 福 祉 会 館 で

の機 能 訓 練 の さ いの 送 迎 と入浴 介 助 の た めの ヘ ル パ ー を希 望 して い る。

・イ ンフ ォー マル資 源 によ るサ ポ ー ト:弟 が とき どき訪 問 して 買 い物 な どの援助

を して い る。

支 援 セ ン ター援 助 開 始 一援 助 開 始6ヶ 月

・フ ォー マ ルな資 源 に よ るサ ポ ー ト:訪 問看 護 指導 の 保健 婦 よ り支 援 セ ンタ ーに

リフ ァーが あ る。 家庭 訪 問 して相 談 にの り、 コーデ ィネ ータ ーが福 祉 会館 の職員'

を訪 問 してqを 借 りる手 配 をとる。 同 時 に介護 ヘルパ ー派遣 の手 続 きをとる。

*本 人 、家族 の ニ ー ズ:ADLが 低 下 し、歩 行 が よ り不 安 定 に。 福 祉 会館 で の入

浴介 助 に2人 必 要 とな る。

・フ ォーマ ルな資 源 に よ るサ ポ ー ト:コ ーデ ィネ ー タ ーが身 障 セ ンター のPTに

連 絡 を と り、 ウ ォー カ ー につ いて問 い合 わ せ 、 そ の後 申請 手 続 きを と る。 福祉

会 館 の館 長 の好 意 で 雨 天 時 の車 によ る送 迎 が お こな わ れ る。

支 援 セ ンター援 助 開 始7ヶ 月 一援 助 開 始1年 半

・フ ォー マル な資 源 に よ るサ ポ ー ト:[本 人 、微 熱傾 向続 く]訪 問看 護 指 導 の保

健婦 と コー デ ィネ ー タ ー とで 、今 後 の入 浴 方 法 にか ん して協 議 。 ウ ォー カ ーの

業 者 と と もに同行訪 問 、身障 セ ンターのPTと も協 議 の うえ、種類 を決 定 しウ ォー

カ ー を給 付 。

*本 人 、 家族 の 二 〇 ズ=本 人 、都 営 住 宅 へ 引 っ越 し。 訪 問 看護 指 導 の保 健 婦 よ

り引 っ越 し先 の住 宅 改 造 が 必要 と連 絡 が あ る。

・フ ォー マル な資 源 によ るサ ポ ー ト:コ ーデ ィネ ータ ー家 庭 訪 問 の うえ、 と りあ

えず 、 塞 事 ヘ ルパ ー の派 遣 、 シ ャワー チ ェア、 奇一の 糸 ・ゐを話 し合 い申請 代

行す る。 住 宅改 造 につ いて検 討 。PTと 協 議 の うえ 、身 障手 帳取 得 を 勧 め 、判 定

に付 き添 う。 そ の後 、保 健 婦 よ りデ イサ ー ビス の利 用 を 開始 した 旨連 絡 が あ る。

コー デ ィネ イ ター、 住圭雌 、.日常 生 活 用 具 給 付 、 緊 急 通報 シス テ ム にか ん し

て 申請 代 行 。 補 装 具 巡 回 判 定 に付 き添 う。 業 者 に車椅 子 の修 理 を依 頼 。 状 況 把

握 と見 守 りの た め に家 庭 訪 問 を お こな う。

*本 人 、 家族 の ニー ズ:微 熱 、 足 の しび れ で受 診 す るが 不 安強 く、設 備 の整 っ
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た病 院 で検 査 した い と訴 え る。

・フ ォー マ ルな資源 によ るサ ポ ー ト1コ ーデ ィネ イ タ ーよ り、か か りっ け医 に連

絡 を とって紹 介状 を もら う。 コーデ ィネイ ターが付 き添 って老人 病院 を受診 する。

(8)A.S.さ ん(女 性 、77歳 、 ひ と り暮 ら し)

① 支 援 セ ン タ ー 援 助 開 始 前
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② 支 援 セ ン タ ー援 助 開 始 一援 助 開 始6ヶ 月

③ 支援 セ ンタ ー援 助 開 始7ヶ 月 一援 助 開 始1年
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支援 セ ンター援 助 開始 前

*本 人 、家族 の ニ ー ズ:ADLは 自立 して いるが 、被 害 妄 想 が あ って近所 で トラ

ブ ルを お こ して い る。

支 援 セ ンタ ー援 助 開始 一援 助 開始6ヶ 月

・フ ォー マル な資 源 に よ るサ ポ ー ト1相 談 協力 員 が支 援 セ ンタ ー に リフ ァー して

くる。 コー デ ィネ ー ター は、相談 協 力 員 に家族 に連 絡 を と る こ とを依頼 。 長女 、

知 人 、 相 談 協 力 員 、 コー デ ィネ ー ターが 本 人 宅 に集 ま って話 し合 い、今 後 の ケ

ァ プ ラ ンを 検討 す る。福 祉 会 館 で の入 浴 、福 祉 公 社 の配 食 サ ー ビス、趣 ニ

ビス、介 護 ヘ ルパ ーを利 用 す るこ とに し、申請 代行 な どお こな う。[同 時 に、三

女 が本 人 を連 れ て 役 所 に行 き特 養 の 申請 を す る]

支援 セ ン ター援 助 開 始7ヶ 月 一援 助 開始1年

*本 人 、家 族 の ニ ー ズ:娘 た ちが訪 問 して い るあ いだ は よ いが 、 いな くな る と

隣 人宅 に行 き、 騒 い で迷 惑 を か け る。

・イ ンフ ォー マ ル資源 に よ るサ ポー ト:長 女 、次女 、三 女 が曜 日を決 め て夕 方 か

ら訪 れ て泊 ま り込 ん だ り、 自宅 に連 れ 帰 って み て い るが 、 日中 ひ と りの ときが

多 く、 夜 間 もひ と りに な る 日が あ る。 夕方 か ら夜 間 にか けて 迷 惑 をか け る行動

が 発生 。

・フ ォー マル な資 源 に よ るサポ ー ト:コ ー デ ィネ ー ター は シ ョー トス テ イの利 用

を勧 め る と と もに、 介 護 ヘ ルパ ー派 遣 の 時 間帯 を変 更 す る。 娘 た ち に夜 間 はで

き るだ け泊 ま るよ う勧 あ る。[そ の後 も夜 間不安定 とな り、電話 をか け続 けた り、

近 所 の人 と大 喧 嘩 を す るな ど問題 が生 じる][シ ョー トス テイ を利 用 す るが 「帰

りた い」 との訴 え で 、利 用 途 中 で帰 宅 す る]コ ー デ ィネ ー タ ーは長 女 と今 後 の

プ ラ ンを協 議 し、デ イ ホ ーム の利用 を検 討す る。[Σ イ ホ ー ムの利 用 。 だが デ イ

ホ ーム に行 くと疲 れ る、物 を と られ る と、ヘ ルパ ー に訴 え る][長 女 た ち は五

サ ー ビスセ ンタ ーの 家族 会 にで て 「た いへ ん参 考 に な った 」 と喜 ぶ]

[近 隣 の人 か ら、火事 の心 配 が あ る、 ひ と りで歩 いて いて危 険、家 族 は も っ と親

をみ る よ うに言 って欲 しい、 と苦情 が支 援 セ ンター に寄 せ られ る]派 遣 され て

い る介 護 ヘ ルパ ーが 、近 隣 の人 々 に痴 呆 の理 解 を 求 め る。 同 時 に 、 コ ーデ ィネ

イ ター はデ イ ホー ムの利 用 回数 をふ やす よ う、デ イサ ー ビス セ ンターの ワー カー
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に依頼。娘たちと話 し合 い、火災報知器、自動消化器の設置 を本人 に勧め る。[本

人、これを拒否す る]そ の後、新 しい地区割 に伴 い、他 の支援セ ンターに本ケー

スを移管。

(9)K.M.さ ん(女 性 、87歳 、 ひ と り暮 ら し)

① 支 援 セ ン タ ー 援 助 開 始 前
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② 支 援 セ ン タ ー援 助 開 始 一援 助 開 始6ヶ 月

③ 支援 セ ンター援助開始7ヶ 月 一援助開始1年
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④ 支 援 セ ンタ ー援 助 開始1年 一援 助 開始1年 半

べ
⑦
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支 援 セ ンタ ー援 助 開 始 前

*本 人 、家 族 の ニ ー ズ=体 調 を崩 し、 歩 行 に介 助 が 必 要 とな る。 医 師か ら入 院

を勧 め られ て い るが 、 これ を拒 否 して い る。

支 援 セ ンタ ー援 助 開始 一援 助 開 始6ヶ 月

・フ ォー マル な資 源 によ るサ ポ ー ト:か か わ りを もって いた相談 協 力 員 が支 援 セ

ンター に リフ ァー して くる。 コー デ ィネ ー ターが 家庭訪 問。2度 目の家庭 訪 問 の

さ いに は、 高齢 者福 祉 課 の ワー カ ー も同 行訪 問す る。 家 事 ヘ ル パ ー の派遣 を決

定 。緊急 通報 システ ムの導 入決定 。通 報 シス テム の協 力員 の1人 は相談 協力 員が 、

も うひ と りは高 齢 者 福 祉 課 の ワー カ ーが 近 隣 の人 に依 頼 。相 談 協 力 員 は毎 日家

庭 訪 問 し、状 況 につ いて セ ンター に報 告 。 コー デ ィネ ー タ ー はか か りつ け医 を

訪 問 して 状況 を 聞 くと と もに往 診 を依頼 す る。 ま た、 訪 問看 護 指 導 の 保健 婦 に

訪 問 を打 診 す る。[が 、 これ らは本 人が 拒 否 す る]コ ーデ ィネ ー ター もとき ど き

訪 問 し、サ ー ビス の監視 を お こな うと と もに清 潔維 持 の た め の助 言 な どをす る。

・イ ンフ ォー マル資 源 によ る サポ ー ト:本 人 の知 入(男 性)が と きど き来 て身 の
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回 りの世話 を して いる。隣人が とき どき薬を病 院に と りに行 って くれ る。隣人

はよき話 し相手 の様子。

*本 人 、家族 のニーズ:本 人、家事ヘ ルパ ーにた い して怒 りだ し興奮す る。家

事 ヘルパ ーが対応で きず、高齢者福祉課 の主任ヘルパ ーに連絡をす る。

・フ ォーマルな資源 によるサポー ト:主 任ヘルパ ーが緊急に家庭訪問。本人 に精

神的問題が あるのではないか、と支援 セ ンターに連絡 して くる。セ ンターの コー

ディネ イターは相談協力員 に連絡。相談協力員が家庭訪 問 し、本人 と話 した と

ころによる と、本 人の言 い分が とくにおか しいと も思われない、 どうして もヘ

ルパーを拒否す るので給食サー ビスを勧めたとの こと。結局、コーデ ィネーター

が給食サー ビスの申請代行をお こな う。 コーデ ィネーターは家庭訪問 のうえ、高

齢者福祉課の ワーカーに状況を報告。 しば らくのあいだ、2日 おきに電話 を入れ

て状況 を確認す る。車椅子 の利用を勧あ る。

*本 人 、家族 のニーズ:本 人、疲 れて座 って いることがで きな いが、受診 もせ

ず往診 も拒否。給食サー ビスの開始が遅れて いるたあに、で きあ いの品物 のみ

食べて いる。

・イ ンフ ォーマル資源 によるサポー ト:知 人が毎 日来て、買 い物 などを して くれ

てい るが、本人 は気 に入 らない と、 きつ いこ とばで知人 に不満を言 って いる。

・フ ォーマルな資源 によるサポー ト:コ ーデ ィネ ーターは給食 サー ビスの開始が

遅れて いるので、福祉公社 の食事サ ー ビスの利用が可能か ど うか 、福祉事務所

の生活保護担当 ワーカー に問い合わせをす る。車椅子、ベ ッ ドの利用を本人 に

勧め、申請代行す る。給食サー ビス利用の勧 め。[本 人は行政 にたいす る不満 を

もって い る。車椅了、ベ ッ ドの利用 につ いては、不安 を もちつつ も一度納得 し

たが、その後、相談協力員 に利用 した くない旨を伝える]コ ーデ ィネーター、高

齢者福 祉課 に連絡を入 れて申請を保 留 し、業者 に も連絡す る。

*本 人、家族 のニー ズ=皮 膚病の ためのかゆみを相談協力員に訴 える。パ ーキ

ンソン病の ため、歩 行困難、手足の振戦 あ り。食事サ ー ビスは断 りたい、車椅

子は利 用 したい と言 う。

・フ ォーマルな資源 によるサポー ト:コ ーディネーター、相談協力員 と家庭訪問。

介護ヘ ルパ ーの派遣 、住宅改造の必要 性を確認 し高齢者福祉 に打診す る。 さら
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に、緊急通報 システムの活用 を勧 め る。住宅改造 につ いて は、知人を と もなっ

て業者 の ところに出向 く。住宅 改造、 日常生活用具 の申請代行を おこな う。相

談協力 員が知人 の ことを生活保護担 当ワーカ ーに聞 くと、以前ふ た りのあ いだ

で いろいろ トラブル もあ ったとの こと。

*本 人、家族 のニーズ:買 い物 に行 けない、歯科 に行 きたいな どの訴え。

・フ ォーマルな資源 によるサポー ト=コ ーデ ィネ ーターが預金引 き下 ろ し買 い物

を代行、ケアセ ンターの車椅子をか り出 して試乗 して もらう。 シャワーチ ェア

も試す。本人 の話 を傾聴す る。毎週電話 を入れ るか家庭訪問 をお こな う。知人

に、車椅子 の使 い方 を教 えなが ら、歯科 医院 に同行。生活保護担 当ワーカーに

住盤 の終 了を報告 しなが ら、本人 と知人 との関係 にっ いて話 を し、ふ た り

をセ ッ トでサポー トしてい く必要性のあ ることを確認す る。[そ の後、本 人が改

造 した浴室 につ いての苦情 、歯科医院 につ いての苦情を訴え る。知人が直接業

者 に苦情 を言 う。]コ ーディネーターは業者に連絡を と り、業者 か ら本人 に説 明

を して もらうよ う依頼。 こ再診 に同行。保健相談所 と本 人のや りと りにつ

いて も援助。

支援 セ ンター援助開始7ヶ 月 一援助開始1年

・フ ォーマルな資源 によるサポー ト:コ ーデ ィネーターが家庭訪問 し話 を傾聴。

ショー トステイを勧め る。[本 人は、隣人が転出 して友人が いな くなった、シ ョー

トステイは利用 してみた い、振 るえがひ どいので受診 した いな どと言 う]か か

りつ け医に相談す るよ う助言 し、 シ ョー トステイの利用 にっ いて生活保護担 当

ワーカーに連絡 し、高齢者福祉課 に問 い合わせ予約 を入れ る。

*本 人 、家族 のニーズ=知 人の出入 りを禁止 したので、家事 をす るパ ー トの人

を依頼 した と言 う。電動ベ ッ ドの利用 を希望 。

・フ ォーマルな資源 によるサポー ト:コ ーデ ィネーター、日常生活用具の申請代

行 を し、業者 に見積 もりを依頼す る。家庭訪問 し家事ヘルパ ーを再度派遣す る

ことにす る。'JI`ム 後、家庭訪問 してモニタ リング。本 人は とて も喜 んで

いる。結局、シ ョー トステイは拒否。[知 人がまた出入 りす るよ うにな ってお り、

本人は便利 と言 って いる。ヘルパーにで きないことをや って も らって いる との

こと。]
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支援 セ ンター援助開始1年 一援助 開始1年 半

*本 人、家族 のニー ズ:相 談協力員 に特養 に入 りた いと訴 える。ヘルパ ーには

満足 して いる。 口唇、 口内の渇 きの訴 えあ り。

・フ ォーマルな資源 によるサポー ト=相 談協力員 は特養の申請書 を市か らもらい

渡す。心細 くな った ときに特養 を考 え る傾向が あるので、 コーデ ィネーターか

らは無理 しないように勧め、訪 問看護指導 の保健婦 と同行訪問す る。関係者で

協議 し、生活保護担当 ワーカーの訪問回数は月1回 に、保健婦訪問 も月1回 、コー

ディネイターは月2回 、家事ヘルパ ーは週2回 、相談協力員は週1回 とい う訪問

目標を決め る。

*本 人、家族のニー ズ:知 人が家賃 滞納 でアパ ー トを追 い出され、本人宅 に入

り込む よ うにな る。本人 は出て いって もらいたが って いる。知人 に用事 を頼む

と金銭 を要求 して くるよ うにな り、本 人は血圧 もあが りイライラす ると相談協

力員 に訴え る。

・フ ォーマルな資源 によるサポー ト1生 活保護担当 ワーカーが知人 に出 るように

言 うが、本人は知人 をかば い、 ワーカーを非難。 コーデ ィネーターは本人が 口

で 言 うほど迷惑 が っていない様 子なので しば らく静観す ることに。高齢者福祉

課 ワーカー と協議 し、知人 に養護老人 ホーム入所を勧あ ることにす る。[そ の後、

知人はお金をためた ら出て い く、ホームには入 りた くない と、セ ンターに連絡

して くる]相 談協力員 と情報交換 しなが ら、 しば らく静観。

*本 人、家族 のニー ズ:本 人、家事 ヘルパー との トラブル、知人へのい らだち、

食欲 のなさ、受診の希望 、かか りっ け医への苦情 などを相談協力員 に訴え る。

・フ ォーマルな資源 によるサポー ト:家 事 ヘルパ ーとの トラブルにかん しては、

高齢者福祉課の主任ヘルパーが対応。訪問看護指導の保健婦 の訪問を依頼す る。

[これは本人が拒否]か か りつ け医に往診を依頼 し、往診時の立 ち会 いを保健婦

に依頼。「結局 、 これ も本人が拒否]今 回 の受診は見送 る。

・インフ ォーマル資源のサポ ー ト:買 い物 にかん して は、コンビニエ ンス ・ス ト

アの店員が 商品 を運んで くれて いる。知人 は出て行 った。
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3.事 例調査結果の考察

1)サ ポ ー トの 受 け 手 、 サ ポ ー トの 与 え 手 、 サ ポ ー トの 内 容

以上 、見て きた事例 にっいて、支援 セ ンターが援助を開始 した後、当事者(要

介護高 齢者 、介護者)が 受 けたサポー トを、 それ らが当事者 の うちの誰 にたい

してな された ものか、 それ らを誰が お こな ったのか、それ は どの よ うな もので

あ ったのか、の3点 にかん して表に整理 してみた。

表 内のアルフ ァベ ッ トは、サポー トの内容 のカテ ゴ リーを表 して いる(本 文

4ペ ー ジ参照)。 また、網がかか ってい る文字 は、高齢者 の保健 ・福祉 にお ける

行政サ ー ビスを指す。文字が囲んで ある ものは、 当事者 とサー ビス提 供者 との

あいだにサ ポー トの授受 関係が存在す ることを示 して いる。 なお、 コとあ るの

は、支援 セ ンターの コーデ ィネーターを指す。援助期間は援助 を開始 した時点

か ら調査時点 に もっとも近 い援 助行為 をお こな った時点までの期 間であ る(援

助が終 結 して いるばあいには、 その時点 を とった)。
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表1サ ポ ー トの受 け手 、与 え手 、 内容

イ ンフォーマル資源か ら フォーマル資源から

手段的 情緒的 手段(a-9) 情緒的(h)

サポー ト サポー ト サポー ト サポー ト

(1)J.0さ ん b[三男囲 こよる c纈 團障礪漿繕繊i 回 による傾聴感

(ADLす べて介助要) 介護 c輔 雛 情の受容

同居の三男の妻

b匿彊塞亜 整勲派邊、

d回 による相談、 回 による傾聴感
情報提供、資源媒介 情の受容

e機関との連絡 ・調整

(援助期間5ケ 月) f[コ による緊鵠 の対応

(2)T.Cさ ん b国 と【遷 國 a[囲 医]による診断

(痴呆 、排泄、介助 要) による介護 al織能訓綴 瀬翻罵

妻 a匿璽 蓬璽 轟癬糊 謬

別居の圓 より

同居の長男の妻 d回 による相談 、助言、 回 による傾聴感
介護方法の指導、介護 情の受容

機器の使用説明サービ 介護努力の評価
スの媒介

e機 関との連絡 ・調整

(1年) fコ による緊急時の対

(3)R.A.さ ん b[姻 宅への a[亜 図 による診断

(中等度の痴呆) 泊 ま り

妻 d回 による相談、助言 回 と[囲 によ
情報提供 る傾聴・受容

未婚の娘 e機 関との連絡・調整 家族関係の調整

f回 による緊急対応 コと保健婦による

(1年) 傾聴 ・受容

(4)B.T.さ ん f緊 急時の面 囚 、 f回 による緊急時の対応

(…時期 全介助〉 團 による通報 b腰 彗一鶴轍 羅騰華鯛 回や畷 五副
長男 d匡圏 による f團 による緊急保護 によ る傾聴、受容

介護 a【菌猛]、 【i固亜日

e匡 到 、圏 話 [医圃 、睡]、 コな

(2ケ 月) し合いへの参加 どによるケー ス検討

(5)Y.E.さ ん b園 による介護 c幾灘難 藻頸難籔懸織

1

(歩行、 入浴、全 介助、 c耀籍灘蓮

中等度の痴呆) ci欝羅 繧溺難 織韓 團 と回 によ
妻 b[圓 の手伝い d回 による相談、助言 る見 守 り、傾聴、受

情報提供 容

e娘 、 プ ラ ソ作 成 e機 関の連絡 ・調整

a圃塵國 囲翻への参加

9[睡]の 見守 b隣 誕総灘鯉鯛 の派遣

f隣 人の緊急時の fコ による緊急対応

連絡

(1年9ケ 月)
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イ ンフォーマル資源か ら フォーマル資源か ら

手段的 情緒的 手段(a-g) 情緒的(h)

サポー ト サポー ト サ ポー ト サ ポー ト

(6)s.s.さ ん f回 による緊急対応

(…時期全介助) b入 退院時[圃 に bl癖事撒灘 撫 難翻灘 回 による傾聴、励

よる介護 b騰 護襯灘鯖 燭羅遣 ま し、支 え

圓 や囲]の c縣 礪鞭繊襲癩購 轟

b手 術のさいの妹 訪問 dコ による相 談、助言

の付き添い 医囚 たちか 9囲 による危機防

らの電話訪問 止のための見守り

g緊 急通報 システ 9[租翻 囲 による見

ムの匝 五夏]に 守 り

よる見守り b相 談協力員による手術

(1年6ケ 月) のさいの付き添い

(7)N.R,さ ん b圃 による家事 c車 椅子のかり出し 訪問看護指導の

(歩行 、 入 浴 、一 部 介 手伝い b睡 騨 調の派遣 囲 こよる支え

助) d回 による相談、助言

e機 関との連絡 ・調整

b[圖 歪囲1こ よる

雨天時の送迎

a覇 問暫謹指導i

c妻建難 、

b際 票懸頭鯉鶯懇菱灘

ci・簗擁雛 徽鎌藏i

c"帳 鰻難繋

c…懸 繍雛繍;
al纈 鎌 巡闘難騰i…

(1年6ケ 月) a[囮 国 の紹鰍

(8)A.S.さ ん b【團 よる 9囲 調麺 夏1による

(中等度の痴呆) 交代での泊まり 見守り

c娘 や【駆]に よ d回 による相談 助o.

るケ ア プ ラ ン 作 情報提供
噛

成への参加 e機 関との連絡 ・調整

bl禰 購 辮糠纏叢翻

b福 祉公社の瞬
b嘩i鯛董蝋…騨鎌撚耀灘 頸

,照.鱗 ・欝 繊.

a!":.i

eコ と介護 ヘル パー によ 回 、娘たちの大便

(1年6ケ 月) る近隣関係の調整 などをとお して支

d娘 たちにたいする家族 えに

会での情報提供
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イ ンフォーマル資源か ら フォーマル資源から

手段的 情緒的 手段(a-9) 情緒的(h)

サポー ト サポー ト サポー ト サポー ト

(9)K,M.さ ん d回 と[i璽睡 蓬
(歩行一部介助) 互互三互ヨ`こよる相談

eコ と ワー カー に よ る

連絡 ・調整

(1年5ケ 月) b医囚`こ よる身 囲 との会話 bli糊構 勲 燃 翻鑓

の回りの世話 c緊急通報システムの導入

b【匪a]に よる薬 d相 談協力員による相 囲麺 五員]によ
と り 談、助 言 る傾聴

blコ ン ビニ に店 員1 c継蹴 回 による傾聴
による配達 c鞭 鱗総灘

a囲 受診

a囲 受診

、

a澗 隔窟'爾 指 導

f高齢者福祉課匡 圧

=塑 ヨによる対応

サポー トの受 け手:支 援セ ンターのコーデ ィネーターが比較的長期 にわ た っ

て援助をお こなった上記の9っ の事例では、要介護高齢者本人だ けでな く、介護

者 もサ ポー トを受 けて いる。要介護高齢者 のための手段的サ ポー ト機能 をはた

す種 々の行政サ ー ビスは、同時 に介護者 の介護負担の軽減 というサポー トに も

なる(ケ ース(1)、(2)、(5))。 要介護高齢者 にたいす る情緒的サポー トは、同

居家族 や別居親族、 あ るいは隣人 な どのイ ンフォーマル資源 によ って ももた ら

されて いるが、 同居家族 の介護者 には もっぱ らコーデ ィネーターなどの フォー

マル資源か ら提供 されて いる(ケ ース(1)、(2)、(3)、(5))。

サポー トの与 え手:介 護 に携わ ることので きる同居家族員が終 日家 にいるば

あい、 その同居家族 員 によってb介 護 のサ ポー トがほぼ全面的 になされて いる

(ケース(1)、(2)、 ケース(3)は 途 中で本人が入院)。 ただ し、同居家族員 自

身が問題 をかかえて いるば あいには、同居家族員が いて も介護はで きず、緊急

事態 になると外部 に援助を求 め ることにな る(ケ ース(4))。 同居家族が いない

ばあいには、別居 の親族が全面的 にではないが なん らかの形でb家 事や介護 にか

かわ っている(ケ ース(6)、(7)、(8))。 知人がかかわ っていた例 もある(ケ ー

ス(9))。

日中同居 家族 が いて も家族員 自身問題 をかかえて いる、 あ るいは家族員 自身
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が高 齢 ・病弱 で あ る、 ひ と り暮 ら しで あ る とい った ケ ース で は、g普 段 の生活 の

見 守 りやf緊 急 時 の対 応 、h情 緒 的 サ ポ ー トにか ん して、隣 人 や知 人 とい った イ

ンフ ォーマル 資源 が サ ポ ー トして い る例 が見 受 け られ る((4)、(5)、(6)、(9))。

イ ンフ ォーマ ル 資源 によ るサ ポ ー トは、 や は りf、9が 中心 で 、b日 常 的 な身 の

回 りの 世話 や 介 護 の サ ポ ー トは一 時 的 な もの 、非 ル ー テ ィ ン的 な もの に限 られ

る(ケ ー ス(9)は そ の意 味 で は まれ な例 で あ ろ う)。

フ ォーマ ル資 源 か らの サ ポ ー トと して は 、や は り、行 政 の サ ー ビス(a、b、c)

が 多 く提 供 され て い る。 その うち文 字 が 囲 ん で あ るサ ー ビス は 、 当時 者 と コ ミ

ュニ ケ ー シ ョ ン関 係 を もち うるサ ー ビス提 供 者 が い るサ ー ビス(a、b)で あ る。

これ らの サ ー ビス提 供 者 は、 当事 者 た ちの 状 況 の 変化 を見 守 り(g)、 あ らた な

ニ ー ドが生 じた さ い には 、 当事 者 に情報 提 供 を お こな った り支 援 セ ンタ ー に連

絡 して くる とい う監視 を お こな い うる立 場 に あ る(そ う した サ ポ ー トを お こな

う可能 性 の あ るサ ー ビスを利 用 したケ ー スは 、(2)、(4)、(5)、(6)、(7)、(8)、

{9))0

この他 、支 援 セ ンター の コー デ ィネー ター 自身 に よ る種 々 の援助 活 動(d情 報

提供 、e諸 サ ー ビス の媒介 、h情 緒 的 サ ポ ー ト)の 他 、他 の社 会 資源 、た とえ ば、

相談 協 力 員 や 専 門 医、 保 健 相 談 所保 健 婦 、 医療 機 関 の 医 師 ・看 護婦 、身 障 セ ン

ター のPT、 福 祉 会 館館 長 、 日常 生活 用 具 関連 の業 者 、住宅 改造 関 連 の業 者 、警

官 、生 活 保 護 担 当 ワー カ ー、 高 齢者 福 祉 課 ワー カ ー、 主 任 ヘ ル パ ー、 訪 問看 護

指導 の 保健 婦 な どが 、当事 者 の介護生 活 をサ ポ ー トす る(a、d、e、f、gな どで)

ため に か かわ って い る。(ケ ース(3)、(4)、(5)、(6)、(7)、(9))。

こ う した関 係 に加 え て、 コーデ ィネ ー ター に よ る当事 者 以外 の同居 家 族員 、親

族 や その他 の イ ンフ ォーマ ル資源 との調 整 や働 きか け、また、 コーデ ィネ ー ター

と行 政 サ ー ビス の提 供 者 、 あ る いは その 他 の社 会 資源 と して の 関係 機 関 ・関係

者 との関 係(連 絡 ・調 整 、 情報 ・意 見 交 換 、 カ ンフ ァラ ンス な ど)が 存 在 して

い る(す べ て の ケ ー ス)。 この 後者 の諸 関係 が 、当 事者 と各 資 源 との直接 的 な関

係 の形 成 ・維 持 を支 え る基 盤 と して存 在 す る ことで 、 全体 と して種 々 の サ ポ ー

トを お こな う関 係 群 と しての ソ ー シ ャル サ ポ ー ト ・ネ ッ トワ ー クが成 立 して い

る。
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9つ の事 例 か ら、手 段 的 サ ポー ト(aか らg)の 授受 関 係 か ら成 る ソー シャル

サ ポ ー ト ・ネ ッ トワ ー クの大 き さにっ いて は、っ ぎの よ うな こ とが仮 定 で き る。

支 援 セ ンター が援 助 を始 め る こ とに よ って、 ひ と り暮 ら しの要 介 護 高 齢 者 の ほ

うの ソ ー シ ャル サ ポ ー ト ・ネ ッ トワ ー クが、 同居 家 族 員 に よ る介 護 を受 けて い

る要 介 護 高 齢 者 の そ れ よ り も相 対 的 に大 き くな る可 能 性 が あ る。 それ は、 別 居

親 族 や 隣 人 な ど のイ ンフ ォー マ ル なサ ポ ー ト関係 に加 えて 、 コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンを と もな うフ ォー マル な資源 とのサ ポ ー ト授 受 関係 を多 くもつ よ うに な る こ

とに よ る(例 、 デ イ サ ー ビス 、 家事 ヘ ル パ ー 、介 護 ヘ ルパ ー、 配 食 サ ー ビス な

どの利用 、相談 協 力 員 の相 談 ・見守 り、コ ーデ ィネ ー ターの相 談 ・情 報提 供 ・サ ー

ビス媒介 、警 官 や保 健婦 によ る緊急 時 の対応 や一 時的 な見守 り。例:ケ ース(6)、

(7),(8,(9))0

ひ と り暮 ら しの 高 齢者 の ほ うが 同 居 家族 員 が い るば あ い よ り種 々のサ ー ビス

を利 用 しやす いとい う側面 が あ り、ひ と り暮 ら し高齢者 とい うカテ ゴ リーの、サ ー

ビスの 利 用 可能 性 の 高 さが 、サ ー ビス提 供 者 との 関係 の 本 数 を よ り多 く もた ら

す 。 さ らに、 相 談協 力 員 は、 ひ と り暮 ら し高 齢 者 の ほ うが 接 触 しやす い。 高 齢

者 は ひ と り暮 ら しで 話 し相 手 を求 め て い る こ と も多 い し、 相 談協 力員 の ほ う も

家 族 員 に気 兼 ね す る必 要 が な い。

高 齢 者 の ネ ッ トワー ク とサ ポ ー トにか んす る野 口の調 査 に よれ ば 、す べ て の

世 帯 類 型 で ネ ッ トワ ー クの規 模(友 人 数 、近 隣数 で測 定)が 、 ネ ッ トワ ー クの

頻 度(友 人 ・近 隣 ・親戚 との電話 回数 、面 会 回数 で測定)よ り も、サ ポ ー ト(2

つ の内 容 につ いて の本 人 の認 知 度 ・期 待度 で測 定)の 多 さ と高 い相 関 を示 して

い る。 そ して 、 単 身 世 帯 の高 齢 者 に は ネ ッ トワー ク規 模 が と くに小 さ く人 が 多

い。 だ か らひ と り暮 ら しの高 齢 者 はサ ポ ー トの入 手 の可 能 性 が著 し く限定 され

る(野 口1991、pp.99)。 こ う した現 実 が あ るか ら、隣 人 や 知 人 とい った イ ン

フ ォー マル な資 源 も、警 官 や福 祉会 館 の館長 な ど地 域 の フ ォー マル な資源 も、ひ

と り暮 ら しの高 齢者(も し くは高 齢 者 の み の世 帯)は な にか と不 便 で あ った り

困 難 も多 いだ ろ うか らサ ポ ー トして あげ よ う、 と い う心理 的 傾 向 を もっ こ とに

な る。 こ う したサ ポ ー トす る側 の、 ひ と り暮 ら し高 齢 者 に た いす る認 知 の 仕 方

も、 サ ポ ー ト授 受 の 関係 を相 対 的 に多 くす る こ とに かか わ って い る と考 え られ
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る。

また、 コーデ ィネー ターが中心 とな って、必要 なサ ー ビスや地域 の社会資源

か らの援助 をで きるだけ導入 しよ うとす るさいに も、 ひと り暮 らしの高齢者の

ばあい、その人がサ ー ビス利用や援助の受 け入れを決 心すればす ぐに行動 に移

せ るとい うこと もあ る。 同居家族員が いるばあいは、家族員間 でそ うした意向

にっ いての合意がなかなか形成で きないとい うことが ある。 いずれに して も、ひ

と り暮 らしの高 齢者 のば あいには、 い くつ かの複数の関係がサポー トの役割 を

分担 しあ って、ネ ッ トワーク全体で その介護生活を支援 して い くとい う体制が

と りやす い。

これ にたい して、同居 家族員が主 に介護 を担当 して いる高齢者 のばあい、 と

くにその介護 者が高齢 で あった り病弱でないよ うなば あいには、その介護者 に

よ る高齢者へのサ ポー トという関係が中心 的、絶対的 とな りが ちで、外部 か ら

のサポー ト関係の加わ る可能性が低 くな りがちである。 もちろん、コーデ ィネー

ターは現物給付型のサ ー ビスは必要 な限 り導入 し、 その負担の軽 減 にっ とめて

いる。 だが、家庭 という場でサポー ト関係が成立す るよ うなサー ビスや資源の

導入 は相対的 に少 な いよ うに思 われ る。家庭内に介護役割を中心的 に担 う人が

いるばあ い、あ らたなニーズがでて きた り、緊急事 が起 きたばあいには、 その

人が訴えて くるはず であ るとい う認識 を もつ ことがで きる。 だか ら、複数 の資

源 による介護生 活全体 の見守 り、支援体制づ くりの必要度が低 くな る。それ ゆ

え、 コーデ ィネ ーターと して は、 そ うした訴 えが気軽 にで きるよ うに、まず は

介護者 との信頼関係 を形成す ることを重 視す ることになる。

サポー トの内容=aか らgま での手段的サポー トにかん しては、同居家族員が

いて も、ひ と り暮 らしで も公的サー ビスで利用可能 な ものはで き るだけ導 入す

るようコーデ ィネー ターは図 って いる。情緒的サ ポー トにかん して は異 な る傾

向がみ られ る。同居 家族員が介護を担 当 して いる世帯 にお いて、要介護高齢者

と介護者 のあ いだ に葛藤的な情緒関係 があ るばあい、あ るいは また、介護者 同

士、介護者 とその他の家族員 や親族 とのあ いだに葛藤的 な情緒関係があ るばあ

い、支援セ ンターのコーデ ィネー ターは、ス トレス軽減 のための情緒的サ ポー

ト機能 をはたす サー ビスを導入す るだけでな く、 コーデ ィネーター自身 によ る



48 人文学報Na272(社 会福祉学12)1996.3

h情 緒的サポー トを介護者 にたいして積極的におこなって いる(ケ ース(1)、(2)) 。

その関係 の頻度 は関係数が少 ない分だけ多 くな る可能性があ る。

家族内 ・親族 内に葛藤的な情緒関係をかかえて いる介護者の立場か らすれば、

家族 ・親族 とい う一 次的な強 い紐帯 よ りも、絆の弱 い紐帯で あるフ ォーマルな

機関の コーデ ィネー ターか ら、情緒 的サ ポー トを うるほうが安心で きるのか も

しれ ない。家族 ・親 族のなか に情緒 的サ ポー トを得 ようとす ることが もはやで

きないとか、そ うす る努力が いっそ う複雑 な情緒 関係 を家族 ・親族内に生 み出

す恐 れがあ る、あるいは家族 ・親族外 に情緒的サポー トを求め ることで家族 ・親

族 内での 自律性 を確保 してお くことがで きる、加 えて コーデ ィネーターの ほう

が介護 のた いへ んさを理解 しやす く、 また、介護 にかんす る専 門的知識を もっ

て いるか ら信頼がで きる、 といった ことがその理 由 と して考え られよ う。 同 じ

よ うな悩み を もって いる知人や友人が いれば、それ らに情緒 的サポー トを求め

ること も可能で あろ うが、そ うで なければ理解 して もらえな い。隣人 とは物理

的 な距離が近す ぎて、かえ って家庭 内の情緒的 な関係を求 めに くい。そ う した

ことも考え られ る。

介護 生活以前か ら家族 内に問題 のある情緒関係 があ った り、家族員 自身が精

神上 の障害 をかかえ て いると想像 され る世帯(そ うした関係や問題 は介護生活

の継続 とい う要因 によって悪化す る可能性があ る)に た い しては、支援セ ンター

だけで な く、保健相談所 保健婦や警察官、専 門の医療機 関医師、在宅介護相談

協力員 など多 くの フ ォーマルな社会資源がかかわ りを もつ ことになる(ケ0ス

(3)、(4))。 こう したケースでは、コーデ ィネ ーターだけで な く、在宅介護相談

協力員 や保健婦 な どのフ ォーマル資源が家族員 の情緒的サ ポー トを分担 して い

る。

ひと り暮 らしの要 介護高齢者や、夫婦 のみの世帯の介護者 にたい しては、親

族や保健婦 、相談協力員が情緒 的サポー ト機能をはた して い るばあ い、 コーデ

ィネー ターは手段的 サポー トの充実を図 るこ とに専念す るか、一 時的 のみ情緒

的 サポー トをお こな っているようであ る(ケ ース(8)、(7)、(9)、(5))。 情緒

的サ ポー ト機 能をは たせ る社会資源があれば、 それ らにで きるだけ担 って もら

うとい うこ とであろ う。
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2)ソ ー シ ャル サ ポ ー ト ・ネ ッ トワ0ク 形 成 過 程 に お け る 問 題 と

課 題

援助の契機:9っ の事例 にっ いて、支援セ ンターが援助を開始 した契機 は以下

のよ うにま とめ ることが で きる。ア)護 者が介護 に疲弊 した状態 にな って外部

の援助を求 め る(ケ ース(1)、(5))、 イ)家 族 介護者 あ るいはかかわ りを もっ

ていた他の資源が、要介護高齢者 の生活状態 を改善 した いと願 う(ケ ース(2)、

(9))、 ウ)要 介護高齢者 の問題行動 にたい して、家族員 あ るいはかかわ りを も

って いた他 の資源が対処 できな くな り援助 を求める(ケ ース(3)、(8))、 エ)高

齢者 が転倒 し要介護 状態 に なるな どの緊急事 態の発生 に外部 の援助 を求 あ る

(ケース(4)、(6))、 オ)要 介護高齢者が特定のサー ビス利用を希望す る(ケ ー

ス(7))な どであ る。上記事例以外 のケースにおいて も、 イ ンテ ンシィヴなか

かわ りを もったケースにおいて は、おおよそ この よ うな契機 がみ られ る。

援助 のタイ ミング:援 助 を求 めて きたケースは、その時点でイ ンフォーマル

な資源 による対処 が不十分 な状態 にあ るか ら、 コーデ ィネー ター と して は相談

にの り情報提供 しなが ら、できるだ け必要 なサー ビスが利用 で きるよ うに試み

ている。 だが、コーデ ィネー ターが必要性を認 め、サー ビスの利用を勧 めて も、

それ らのサ ー ビスが タイ ミングよ く導入 で きるとは限 らない。結 果 と して、そ

うしたサ ー ビスの利用を介 した関係の形成が遅 れ る。

そのよ うな例 としては、① サー ビス量 の不 足、によ るものが あげ られ る。た

とえば、ケース(1)で は、デイホームの利用が要介護高齢者 に とって同 じ高齢

者や職員 との関係形成の機会 にな り、介護者の負担軽減 にな ることか らコーデ

ィネー ターが これを勧め、当事 者たち も利用意向をす ぐにあ きらか に した。だ

が、空 きが な いために申請後 なかなか利用す るこ とがで きなか った。で きて い

れば、要介護高齢者本人 や介護者の心理社会的 ス トレスを多少 な りと も減 じる

ことがで き、両 者の情緒 的関係 のい っそ うの悪化を防 ぐことが可能で あ ったか

もしれ ない。

ケース(9)で は、給食サ ー ビスの申請後、開始が遅れて いたため に、当分の

間は栄養バラ ンスの悪 いものを摂取 していた。 そ して結局、福祉公社 の配食サー

ビス利用す ることにな った。 これ も量の不足 もしくは、配達 ボラ ンテ ィアの不
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足 によ るもの と思われ る。本人が望んで いるの に もかかわ らず適切 な食生活が

で きなか った ことも問題であ るが、当人 の行政へ の不信感、 ひいては行政 の各

担 当者への不信感を増す結果 にな った こと も、関係形成の視 点か らすれば問題

である。

サー ビス利用 のため らい:っ ぎに、② 当事者 のサー ビス利用 のため らい、が

あげ られ る。当事者 たちは、サ ー ビス利用 の必要性は認識 して いるものの、利

用 をなかなか決心で きな いばあいがあ る。 と くに特養 に一時 的に入所す ること

になる シ ョー トステイを初 めて利用 す るさいのため らいは、人 によ っては大 き

い。 そのため らいは、要介護高 齢者本人 であ るば あい も、介護者、その他 の家

族員であ るばあ い もあ る。 ひ とりは決心 して も他 の者が決心 で きないために利

用で きなか った り、利用が遅れた りす る(ケ ース(1)、(2))。

このため らいは、知 らない所 へ行 くこと、偏見が残 る 「老人 ホーム」へ行 く

ことへのため らいであ る。 また、知 らない人が 自宅へ来て部屋 にあが って くる

ことや、 フ ォーマルな医療 ・介護 の専門家が 自宅へや って くることへのため ら

い も存在す る。知 らない人が訪問 し、部屋 にあが って くることにたい しては、そ

れが 自分(た ち)の ためであ るとわか って いて も不安が大 きい。見知 らぬ人へ

の不安 、プライバ シー露見の不安、介護の限界 を外部 に表現 す ることへの抵抗

感 な ど。 また、 フ ォーマルな役割を もった専 門家 は、専門家の立場か ら家庭で

の当事者の身体状況 や生活を把握 し、これにつ いて専門家の見地 か ら 「助言」を

しが ちであ る。 だが 、 これ は当時者 に とって は、 自分の生活 を他人 によ ってコ

ン トロール され るとい う不安感 や不快感を もた らす可 能性 もあ る。一度 はサー

ビスの利用や専門家 の援助を受 け入れ る ことを納得 した ものの、 しば らくす る

と利用 した くないと訴 え る例(ケ ース(9))は 、現実 には少 な くな くい もの と

思われ る。

サー ビス利用 の拒 否:サ ー ビスの利用が開始 されて も、そのサー ビス提供者

と当事者 との関係が うま くい くとは限 らない。多様な個性 を もった高齢者や介

護者 と信頼 関係 を きず いて い く責任 は、第0に はサー ビス提供者側 にある。だ

が、実際 には うま くいかないばあ い も当然生 じて くる。 ケース(9)の ように、

当事者が特定のサー ビス提供者を嫌 ったために、サー ビス提供 を介 してのサポー
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ト関 係 が 切 れ て しま う こ と もあ る。

上 記 の9っ の事 例 にか ん して、 コー デ ィネ ー ターは 、 フ ォー マル な 資源 を媒 介

した り、 自 らが 種 々の サ ポー トをお こな うこ とに よ って 、手 段 的 サ ポ ー トと情

緒 的 サ ポ ー トが組 合 わ さ った ネ ッ トワー クを イ ンフ ォーマ ル な関係 につ け加 え、

全 体 と して の ソ ー シ ャル サ ポ ー ト・ネ ッ トワー クを形 成 して い る。 だが 、 その

ネ ッ トワー クに よ る介護 生 活 支 援 の 限界 も認 識 して お り、 い くっ か の ケ ー ス に

お いて は、 特 養 の 申 請 を勧 め た り、 家族 の求 め に応 じて特 養 申請 の 代 行 を お こ

な って い る(ケ ース(6)、(1))。 特 養 の 申請 か ら入 所 まで の待 機 期 間が 年 単位

で あ る こ とか ら、 コ ーデ ィネ ー タ ー と して も、高 齢 者 の状 況 の 変 化 や 介 護 者 の

状 況 ・介 護意 欲 を見極 め なが ら、申請 の勧 めをお こなわ ざ るを得 な い状 況 にあ る。

イ ンフ ォー マ ル資 源 の活 用:9つ の事 例 の うち、家 族 ・親族 以 外 の イ ンフ ォー

マル な 関係(隣 人、 知 人 な ど)が 手 段 的 サ ポ ー トや情 緒 的 サ ポー トを お こな っ

て いた ケ ース は 、ケ ー ス記 録 か ら知 り得 た情報 か らは4例 あ った(ケ ー ス(4)、

(5)、(6)、(9))。 これ らは いず れ も支援 セ ンタ ーの コー デ ィネ ー タ ーが か か わ

る以前 か らのサ ポ ー トで あ った り、当事者 自身 が依頼 したサポ ー トで あ って、コー

デ ィネ ー ター が 働 きか け て得 られ る よ うに な った サ ポ ー トで は な い。 た だ し、

コ ーデ ィネ ー ター や ヘ ルパ ー、 相 談協 力 員 が 隣人 た ち に 当事 者 の 問題 につ いて

の理解 を求 め る よ う働 きか け る、 知 人 と当事 者 と関係 に気 を配 る な ど して 、 こ

れ らイ ンフ ォーマ ル な資 源 のサ ポ ー トが で き るだ け機 能 す る よ う働 きか けて い

る。 しか し、 緊 急通 報 シス テ ム の導 入 の さ いに近 隣 の人 に協 力 員 に な るこ とを

依 頼 す る(相 談 協 力 員 を 介 して)こ と以 外 で は、 これ ま で に ま った くか か わ り

が なか った隣 人 や知 人 に働 きか け る こ とは稀 で あ った。 これ は、 当 事 者 が それ

を求 め な い こと、 また、都 市部 で はそ う した働 きか け 自体 が 困難 であ る こと、な

どに よ る と思 わ れ る。

ボ ラ ンテ ィアの活 用 も稀 で あ る。 ケ ース(2)や(7)で は送 迎 にかん して ボ

ラ ンテ ィア の活 用 が 考 え られ て もよか った と思 わ れ るが 、 当支 援 セ ンタ ーの あ

る地 域 で は、 ボ ラ ンテ ィア活動 が ま だ あ ま り盛 ん で な い ため に検 討 さ れ なか っ

た と考 え られ る。 また 、ケ ー ス(1)や(2)の 介 護 者 の情 緒 的 サ ポ ー ト機 能 を 、

要 介護 高 齢 者 を かか え る家 族 会 な どの 自助 グ ル ー プ に担 って も ら う、 とい うこ
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とが考え られ るが、これ もまだ当該地域 には存在 していなか った。支援 セ ンター

で働 きかけて作 ることもコーデ ィネー ターたちは検討 していたが、 その後、社

会福祉協議会が よびかけて結成 され始 めた ことがわか ったの で、支援 セ ンター

としては働 きか けを控 える ことにな った。

上記 の問題点 を踏 まえて、支援 セ ンター事業の展開 におけ る一般的 な課題を

い くっか指摘 してお きたい。

課題1サ ー ビス量の充実:家 族 ・親族 を中心 と したイ ンフォーマルな関係 によ

る種 々の手段的サポー トや情緒的サポー トを、公的サー ビスを初 め とす るフォー

マルな関係 が補完、代替 しっっ、全 体 と して要介護高齢者 の介護生活 を支援す

るソー シャルサポー ト・ネ ッ トワー クを形成す る。 これには、まず は十分 な量

のパ ー ソナル ソー シャル ・サ ー ビスが必要 であ る。 また、で きるだけ長 く安心

してサ ポー ト体制 を維持す るには、訪問看護 や往診医のサー ビスの充実 と、特

養の量 の充 実が ぜひ必要で ある。

支援セ ンターの コーデ ィネ ーター たちは、個 々の事例にた いす る実践 にお い

て は、既存 のサー ビスの範囲内で種 々の試みをせ ざるをえな い。 だが 、ニ ーズ

に即応 して い く体制づ く りの ため には、 どのサー ビスが どのてい ど充実 して い

ればよいのかデータで示す など して、行 政に働 きかけてい くことが期待 される。

課題2サ ー ビスについての理解の促進:フ ォーマル なサー ビスの利用 にたいす

る当事者 たちのため らいにかん しては、 コーデ ィネー ターはサ ー ビス の内容 を

て いね いに説明 し、事前 見学 を勧 めた り、サ ー ビス提供者 に事前 に会 つて もら

うよ う心が ける ことが必要 であろ う。 また、 これ とは別 に、行政 として もコー

デ ィネーターが説明の さい利用で きる詳 しいパ ンフ レッ トやVTRな どを用意す

る、広報紙や公的施設 を利用 して、サ ー ビス内容 につ いて常 時情報提供す るな

どの努力が求め られ る。

課題3専 門家たちのサポー ト原則:コ ーディネー ターをは じめ と して、在宅で

の介護 生活を援助す る医療や介護 の専門家は、当事者が生活 の主体で ある こと

を認識 して、専 門家 と して の権威 による指導 や指示をせず、 当事者 たちの主体

性や 自己決定 を尊重す ること。 自分 たちの生活が コ ン トロール されるよ うな不

安か らそれを拒否 を した くて も、必要性 を強 く感 じて いれば拒否 で きない。ま
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た、専 門家か らの、 しか も善意か らの指導 、指 示ほ ど拒否 しに くい ものはない。

こうした関係 は、当事者 か らみればサポ ーテイ ヴな関係 と して認 識 されな い。

課題4サ ー ビスのモニタ リングの必要性:コ ーデ ィネーターは、サ ー ビスを媒

介 した後 に当事者 がそのサー ビスを満足 して いるのか、サ ー ビス提供者 と当事

者 との関係が うま くいってい るのか にっ いて、なん らかの方法で情報 収集す る

(サー ビス提 供者 か らの報告や当事者 自身 か らの報告 で もよい)。 不満 を もって

い る、 あ るいは うま くいって いない、 とい うことがわか った ら、 自身で、 も し

くはよ り適切 な第三者 による働 きかけや調整をお こな う必要が あ る。 こう した

監視(モ ニ タ リング)は 、 コーデ ィネーター と当事者 との信頼関係が十分 には

で きて いないば あいや、当事者 自身か らの報告 が なされ ることが予想 できない

ばあいには、ぜ ひ必要で ある。

課題5組 織要因の整備:取 り上 げたセ ンターの コーデ ィネーターたちは、手段

的サ ポー トを もた らすサ ー ビスの媒介 だけで な く、 なん ど も家庭訪問 や電話連

絡 を入 れ、 あ るいはセ ンター に介護者 をよんで、 当事者たちの話 を傾聴 し感情

を受容 す る、介護 を評価す るな どの情緒 的サ ポー トをお こな って いた。 こ うし

た ことは、個 々の コーデ ィネーターが好 きでか って にお こな って いるのではな

い。支援セ ンターの組織 と して の援助のポ リシー、 ミーテ ィ ングやケースカ ン

フ ァラ ンス、スーパ ー ビジョンにおいて、必要 と判断 してお こな って いる。 ま

た、 そ う した行為がお こなえ るだけのコーデ ィネ ーターの時間の確保 ・調整が

重要で あ る。 この よ うな情緒 的サポー トに も力を入れ る援助実践 をお こな うに

あた っては、支援セ ンター事業の運営上の要因で ある、コーデ ィネーターの数 ・

資質 、担 当ケース数 、エ リアの広 さ、ケースの記録法 などの諸条件 を整 え る必

要 があ る3)。

課題6在 宅介護相談協力員の育成:フ ォーマルな資源で あ りなが ら、地域 にお

いて一住民 と して当事者 たち と気軽 に接触 しやす い存在 であ るはずの相談 協力

員 の協力 を、支援 セ ンターと しては積極的 に求めて い くことが期待 され る。取

り上 げた支援セ ンターは民生委 員たち との事例検討会をお こな ってい る。 この

よ うに、 どのよ うな協力が望 まれ るのかにっ いて、具体 的に理解 を求 め知識 を

提供 して い くことで、相談協力員は地域 にお ける手段的 なサポ ー トや情緒 的サ
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ポー トの担 い手 と して、 また、地域 のイ ンフォーマル資源 の発掘 の担 い手 と し

て協 力を要請 で きる存在 にな りうる。高 齢者 のみ の世帯の増加が さ らに進む状

況 にあ って、かれ らに期待 され る役割 は大 きい。

課題7イ ンフ ォーマル資源への働 きかけ:隣 人、自治会、ボラ ンティァとい っ

たイ ンフ ォーマル資源が 、介護 にかんす る手段的 サポー ト(見 守 りや緊急時の

対応、非ル ーテ ィン的 ・一時的 なパ ー ソナルケア)や 、情緒 的サ ポー トの機能

をはたす可能性を、都市部 ではま った くない とい うわけで はない。 これ らの機

能 が顕在化 してい くため には、 日頃 よ り地域住民 への積極的 な働 きか けが必要

であ る。支援 セ ンターはまだ事業 と して開始 されて間 もないか ら、認知度 も低

い。で きるだけ地域 の団体の集 ま りに も出席 して セ ンターの理解 を求 める とと

もに、地域の人 々に介護 の支援 につ いての理解 を求 めて い く努力が期待 され る。

当該支援セ ンターは、 こう した点 に地道 な努力 を重ねて いる。サ ー ビス ・エ リ

アが もっと小 さ くなれば、 こう した地域 の諸資源 との関係を密 に して い く努力

もや りやす くな るで あろ う。

一方 で、介護生活の支援 にかかわ る地域住民の意識 の向上、 そ して、ボラ ン

テ ィアの育成、介護 者の ための 自助 グループの育 成な どは、社会福祉協議会が

もっと取 り組み、支援セ ンターに働 きかけて連携体制 を組む必要が ある。

本論 は、在宅介護支援セ ンター調査研究会(副 田、緑寿園 ・阿和嘉男、富山

薬科大学 ・服部ユ カ リ、泉苑ケアセ ンター ・新居千秋 、同支援セ ンター ・宮 内

由美子)の お こな った調査の0部 を副 田の責任で まとめた もので ある。発表 を

承認 して いただ いた各 メ ンバー に感謝 いた します。

注

1)こ の点 にっ いて の議論は、副 田(1995)で お こな ったので参照 して欲 しい。

2)支 援 セ ンターにおける援助実践 の実態 を分析 したさいの、データ収集 の方法、結

果な どにっいては、在宅介護支援 セ ンター調査研究会(1995)を 参照 して欲 しい。

3)支 援 セ ンターの援助実践 の内容を規定す る組織要因 につ いては、副田(1996)で

お こな った。
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